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は
じ
め
に

　
大
黒
屋
光
太
夫
（
一
七
五
一
～
一
八
二
八
）
は
︑
天
明
二
年
十
二
月
（
陽
暦

一
七
八
三
年
一
月
）
に
廻
船
で
遭
難
し
︑
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
ロ
シ
ア

か
ら
根
室
に
帰
還
し
た
伊
勢
の
漂
流
民
で
あ
る
︒
光
太
夫
ら
は
ア
リ
ュ
ー

シ
ャ
ン
列
島
の
ア
ム
チ
ト
カ
島
に
漂
着
の
後
︑
さ
ら
に
多
く
の
苦
難
に
直
面

す
る
も
乗
り
越
え
︑
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
︑
オ
ホ
ー
ツ
ク
を
経
て
︑
や
が
て
シ
ベ

リ
ア
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
送
ら
れ
た
︒
そ
の
地
で
光
太
夫
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

出
身
の
博
物
学
者
キ
リ
ル
・
ラ
ク
ス
マ
ン
（K

irill Laxm
an, 

一
七
三
七
～

一
七
九
六
）
と
出
会
い
交
誼
を
結
ん
だ
︒
ラ
ク
ス
マ
ン
は
商
務
長
官
ヴ
ォ
ロ

ン
ツ
ォ
フ
（Alexander Vorontsov, 

一
七
四
一
～
一
八
〇
五
）
を
通
じ
︑
エ
カ
テ

リ
ー
ナ
二
世
（C

atherine II, 

一
七
二
九
～
一
七
九
六
）
に
光
太
夫
ら
の
送
還
と

日
本
と
の
通
商
交
渉
樹
立
の
可
能
性
を
進
言
し
た
︒
一
七
九
二
年
︑
ロ
シ
ア

は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
総
督
名
で
キ
リ
ル
の
息
子
ア
ダ
ム
・
ラ
ク
ス
マ
ン
（Adam

 

Laxm
an, 

一
七
六
六
～
没
年
不
明
）
を
初
の
遣
日
使
節
と
し
て
派
遣
し
︑
通
商

交
渉
を
図
っ
た
︒
ラ
ク
ス
マ
ン
の
来
航
は
︑
レ
ザ
ノ
フ
使
節
の
長
崎
来
航

（
一
八
〇
四
）
や
そ
の
後
の
日
露
問
題
の
発
端
に
な
る
な
ど
︑
十
八
世
紀
末
か

ら
十
九
世
紀
前
半
の
日
本
の
対
外
政
策
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
︒
ま
た
光

太
夫
ら
は
ロ
シ
ア
の
言
語
・
文
化
・
地
理
を
は
じ
め
︑
見
聞
に
基
づ
く
多
く

の
西
欧
情
報
を
も
た
ら
し
︑
桂
川
甫
周
編
纂
の
﹃
北
槎
聞
略
﹄（
一
七
九
四
）

に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る（

1
）

︒

　
一
方
︑
ロ
シ
ア
や
西
欧
の
知
識
人
が
光
太
夫
か
ら
得
た
日
本
に
関
す
る
知

識
も
少
な
く
な
か
っ
た
︒
そ
の
一
つ
が
︑
光
太
夫
が
ロ
シ
ア
で
作
成
し
た
日

新
出
の
英
国
史
料
か
ら
み
た
十
八
世
紀
末
の
西
欧
に
お
け
る 

大
黒
屋
光
太
夫
日
本
図
の
評
価

滝
川
祐
子

研
究
ノ
ー
ト
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本
図
で
あ
る
︒
最
初
に
確
認
さ
れ
た
の
は
︑
ド
イ
ツ
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学

図
書
館
が
所
蔵
す
る
三
枚
の
日
本
図（

2
）

で
あ
っ
た
︒
そ
の
後
︑
モ
ス
ク
ワ
の
ロ

シ
ア
軍
事
歴
史
古
文
書
館
に
光
太
夫
自
筆
の
日
本
地
図
が
二
枚
存
在
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た（

3
）

︒
続
い
て
エ
ス
ト
ニ
ア
国
立
公
文
書
館
に
光
太
夫
自
筆
の

日
本
図
一
枚
が
現
存
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た（

4
）

︒
さ
ら
に
二
〇
一
四
年
︑
ロ

シ
ア
の
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
に
光
太
夫
自
筆
の
日
本
図
一
枚
が
所
蔵
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た（

5
）

︒
従
っ
て
こ
れ
ま
で
に
光
太
夫
自
筆
の
日
本

図
が
七
枚
現
存
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
︒

　
こ
の
度
︑
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
南
東
部
︑
グ
リ
ニ
ッ
ジ
の
国
立
海
事
博

物
館
ケ
ア
ー
ド
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
た
画
像
（
図
1
）
に
よ
り
︑
同
図
書

館
に
大
黒
屋
光
太
夫
作
日
本
図
の
写
し
が
現
存
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
︒
本

稿
で
は
︑
ま
ず
︑
こ
の
日
本
図
写
し
の
発
見
の
経
緯
と
な
っ
た
史
料
を
紹
介

す
る
︒
次
に
画
像
の
分
析
に
基
づ
き
︑
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
七
枚
の
光

太
夫
自
筆
の
日
本
図
と
比
較
検
討
し
た
概
略
を
報
告
す
る
︒
最
後
に
本
史
料

の
歴
史
的
意
味
を
考
察
す
る
︒

一
　
発
見
の
経
緯
︱
︱
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
書
簡

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
︑
江
戸
時
代
に
来
日
し
た
西
欧
人
に
よ
っ
て
持
ち
帰
ら

れ
︑
博
物
学
の
進
展
に
貢
献
し
た
日
本
の
博
物
図
譜
や
魚
類
標
本
資
料
︑
科

学
者
間
の
交
流
に
つ
い
て
在
外
調
査
を
行
っ
て
き
た（

6
）

︒
二
〇
一
七
年
︑
調
査

の
一
環
で
英
国
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
外
交
文
書
を
閲
覧
し
た
際
︑
イ
ギ
リ

ス
側
が
大
黒
屋
光
太
夫
日
本
図
の
写
し
を
極
秘
で
入
手
し
た
こ
と
を
示
す
書

簡
を
発
見
し
た
︒
そ
の
書
簡
を
引
用
者
に
よ
る
和
訳
に
て
紹
介
す
る
（
傍
線

お
よ
び
﹇
　
﹈
内
の
補
足
は
引
用
者
に
よ
る
︑
以
下
同
様
）︒

N
o. 9

　
　
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
　
一
七
九
三
年
二
月
七
日
　﹇
グ
レ

ン
ヴ
ィ
ル
閣
下
宛

（
7
）

﹈

閣
下

　
私
は
閣
下
に
日
本
島
の
非
常
に
興
味
深
い
海
図
を
送
ら
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
光
栄
に
存
じ
ま
す
︒
こ
れ
を
お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
な
い
は

ず
は
な
い
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
︒

　
一
七
九
一
年
に
ラ
ク
ス
マ
ン
教
授
に
よ
っ
て
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
へ
連
れ
て
こ
ら
れ
た
日
本
人
は
船
長
で
あ
り
船
主
で
も
あ
り
︑
そ
の

船
は
一
七
九
一
年
七
月
﹇
実
際
は
一
七
八
三
年
﹈
に
ロ
シ
ア
の
島
ア
ム
チ

ト
カ
に
漂
着
し
ま
し
た
︒
彼
は
大
変
知
的
な
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
︒

彼
の
所
持
品
の
中
に
は
蔵
書
が
あ
っ
た
の
で
す
︒
こ
こ
で
数
か
月
︑
彼

は
異
な
る
全
て
の
沿
岸
部
に
関
す
る
蔵
書
中
の
書
物
に
基
づ
い
て
︑
日

本
島
全
体
の
海
図
を
大
縮
尺
で
作
成
す
る
こ
と
に
従
事
し
ま
し
た
︒

　
地
図
は
非
常
に
正
確
に
見
え
ま
す
が
︑
そ
こ
に
は
測
深
値
も
暗
礁
も

記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
︒
お
そ
ら
く
︑
彼
は
ロ
シ
ア
人
に
よ
り
多
く
の
情
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報
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
し
ょ
う
︒

　
そ
こ
に
は
縮
尺
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
そ
れ
で
も
航
海
者
は
日
本
島
の

両
端
の
緯
度
と
経
度
を
決
定
す
る
と
簡
単
に
縮
尺
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
︒

　
彼
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る
日
本
の
地
図
を
見
せ
た
と
こ
ろ
︑
彼
は
︑

島
の
形
態
は
全
体
的
に
実
際
と
か
け
離
れ
て
は
い
な
い
が
︑
そ
れ
で
も

細
部
で
は
非
常
に
欠
陥
が
あ
り
︑
岬
間
の
距
離
が
誤
っ
て
い
る
︑
と
言

い
ま
し
た
︒

　
こ
の
地
図
か
ら
︑﹇
日
本
に
は
﹈
二
つ
で
は
な
く
︑
一
つ
の
大
き
な
島

が
あ
り
︑
国
の
南
端
に
達
す
る
深
い
湾
が
あ
り
︑
そ
れ
が
航
路
と
し
て

航
海
者
に
使
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
︒

　
こ
の
複
製
は
原
本
（
こ
こ
の
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
）
か
ら
最

高
の
精
度
を
も
っ
て
作
ら
れ
︑
最
も
難
し
い
部
分
で
あ
っ
た
日
本
語
表

記
は
︑
可
能
な
限
り
の
注
意
を
払
い
︑
油
紙
﹇
透
写
紙
﹈
に
別
々
に
写

し
取
っ
て
お
り
ま
す
︒

　
　
　
最
高
の
敬
意
を
も
っ
て
そ
の
栄
誉
に
浴
す
る

　
　
　
閣
下
の
　

　
　
　
最
も
従
順
で
最
も
謙
虚
な
僕

し
も
べ

　

　
　
　
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス

　
こ
の
書
簡
を
発
見
し
て
以
来
︑
問
題
の
日
本
図
写
し
の
所
在
を
探
し
た
と

こ
ろ
︑
二
〇
二
〇
年
三
月
に
グ
リ
ニ
ッ
ジ
の
国
立
海
事
博
物
館
ケ
ア
ー
ド
図

書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
に
︑
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
史
料
の
書
誌

情
報
を
見
つ
け
た
︒
同
年
五
月
の
渡
欧
に
併
せ
て
実
物
を
閲
覧
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
︑
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
渡
航
禁
止
と
図
書
館
の
閉
館
が
重
な
り
︑
や

む
な
く
同
図
書
館
へ
画
像
の
作
成
を
依
頼
し
︑
同
年
九
月
二
十
二
日
に
画
像

を
受
け
取
っ
た
︒
本
来
な
ら
ば
実
物
を
熟
覧
し
て
報
告
す
る
べ
き
だ
が
︑
本

稿
で
は
画
像
と
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
第
一
報
と
し
て
報

告
す
る
︒

二
　
新
史
料
の
特
徴

　
本
史
料
は
︑
ケ
ア
ー
ド
図
書
館
の
海
図
・
地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
︑

グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
（
以
下
︑
本
史
料

の
略
称
を
グ
リ
ニ
ッ
ジ
が
属
す
る
行
政
区G

大

reater L

ロ
ン
ド
ン

ondon

に
ち
な
み
︑
L
と
す
る
）︒

収
集
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
（W

illiam
 W

yndham
 G

renville, 

一
七
五
九
～
一
八
三
四
）
は
︑
従
兄
弟
で
あ
る
小
ピ
ッ
ト
（W

illiam
 Pitt, the 

Younger, 
一
七
五
九
～
一
八
〇
六
）
の
政
権
時
に
外
務
大
臣
（
一
七
九
一
～

一
八
〇
一
）
を
務
め
︑
そ
の
後
一
八
〇
六
～
一
八
〇
七
年
に
首
相
と
な
っ
た

人
物
で
あ
る（

8
）

︒
前
出
の
書
簡
は
駐
露
公
使
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス

（C
harles W

hitw
orth, 

一
七
五
二
～
一
八
二
五
）
が
海
図
の
写
し
を
グ
レ
ン
ヴ
ィ
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ル
へ
送
っ
た
こ
と
を
示
す
︒
L
は
︑
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
全
て
の
光
太
夫

自
筆
の
日
本
図
と
同
様
に
本
州
と
九
州
が
一
体
で
あ
り
︑
日
本
列
島
の
形
態

も
全
体
的
に
似
て
い
る
︒
書
簡
に
示
さ
れ
た
来
歴
と
L
に
描
か
れ
た
日
本
列

島
の
形
態
か
ら
︑
L
が
光
太
夫
の
日
本
図
写
し
で
あ
る
と
判
断
し
た
︒
そ
こ

で
︑
L
と
既
報
の
光
太
夫
自
筆
七
図
と
の
相
違
点
を
調
べ
︑
同
時
に
L
の
元

と
な
っ
た
原
本
が
既
報
図
に
含
ま
れ
る
か
否
か
を
調
べ
る
た
め
︑
画
像
と
出

版
物
の
写
真
を
比
較
検
討
し
た
︒
本
稿
で
は
所
蔵
機
関
と
史
料
名
に
略
称
を

用
い
︑
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
図
（
G
1
﹇
図
2
﹈︑
G
2
﹇
図
3
﹈︑

G
3
﹇
図
4
﹈）︑
モ
ス
ク
ワ
の
ロ
シ
ア
軍
事
歴
史
古
文
書
館
所
蔵
図
（
M
1
︑

M
2
）︑
エ
ス
ト
ニ
ア
国
立
公
文
書
館
所
蔵
図
（
E
）︑
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美

術
館
所
蔵
図
（
H
）
と
す
る
（
表
1
）︒
比
較
検
討
の
た
め
に
G
1
～
G
3
︑

E
︑
L
の
五
点
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
︑
M
1
︑
M
2
︑
H
の
三
点
は
出
版
物

の
写
真
を
用
い
た
︒
G
1
～
G
3
は
実
物
を
閲
覧
し
寸
法
を
測
っ
た
︒
こ
の

三
点
以
外
の
寸
法
等
は
既
報
の
論
文
を
参
照
し
た
︒
L
の
書
誌
情
報
は
ケ

ア
ー
ド
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
カ
タ
ロ
グ
情
報
を
参
照
し
た（

9
）

︒
L
の
主

な
特
徴
は
︑
他
の
七
点
の
地
図
を
比
較
す
る
と
︑
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

〈
寸
法
〉
L
は
E
︑
H
以
外
の
五
点
と
ほ
ぼ
同
等
の
サ
イ
ズ
で
あ
る
︒

〈
製
作
者
、
署
名
、
印
判
〉
L
に
は
光
太
夫
自
筆
の
署
名
︑
捺
印
が
な
く
︑
全

て
西
欧
人
の
手
に
よ
る
複
製
（
英
文
書
簡
の
表
現
か
ら
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
自
身
）

と
考
え
ら
れ
る
︒
一
方
︑
既
報
の
七
点
に
は
光
太
夫
の
署
名
と
二
種
類
の
印

（
M
1
は
手
書
き
か
）
が
あ
り
︑
全
て
光
太
夫
の
自
筆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

〈
製
作
年
と
作
成
地
〉
L
自
体
に
製
作
年
月
日
の
情
報
は
な
い
が
︑
ウ
ィ
ッ
ト

ワ
ー
ス
の
書
簡
か
ら
︑
一
七
九
三
年
二
月
七
日
以
前
に
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
の
文
書
館
が
所
蔵
す
る
日
本
図
を
元
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
︒

　
ア
ッ
シ
ュ
は
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
の
古
代
言
語
学
の
教
授
で
大
学
図
書
館

の
館
長
を
務
め
た
ハ
イ
ネ
（C

hristian G
ottlob H

eyne, 

一
七
二
九
～
一
八
一
二

（
10
）

）

宛
に
︑
自
筆
で
作
成
し
た
詳
細
な
目
録
を
添
え
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
送
付
し

た
︒
そ
の
目
録
の
日
付
に
よ
る
と
︑
光
太
夫
の
日
本
図
は
︑
一
七
九
三
年
四

月
三
／
十
四
日
﹇
旧
暦
／
新
暦
﹈
に
二
点
﹇
G
2
︑
G
3
﹈︑
一
七
九
四
年
五
月

二
十
二
／
六
月
二
日
﹇
旧
暦
／
新
暦
﹈
に
一
点
﹇
G
1
＝
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
受

け
取
っ
た
地
図
﹈
と
︑
二
度
に
分
け
て
ア
ッ
シ
ュ
に
よ
り
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
か
ら
送
ら
れ
た
（
表
2
）︒
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
書
簡
の
日
付
か
ら
︑
L
は

ア
ッ
シ
ュ
が
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
光
太
夫
日
本
図
三
点
を
送
付
す
る
前
に

イ
ギ
リ
ス
へ
発
送
済
み
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
G
1
～
G
3

が
L
の
原
本
と
な
る
可
能
性
は
残
る
︒
た
だ
し
︑
ア
ッ
シ
ュ
が
文
書
館
に
保

管
さ
れ
て
い
た
原
本
を
入
手
し
︑
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
贈
る
こ
と
が
で
き

た
か
否
か
に
つ
い
て
は
︑
今
後
の
検
討
を
要
す
る
︒

〈
文
字
情
報
〉
L
に
は
枠
外
に
英
語
で
書
か
れ
た “A C

hart of Japan or 

N
ifon”

﹇
ジ
ャ
パ
ン
ま
た
は
ニ
ホ
ン
の
海
図
﹈
以
外
に
文
字
情
報
が
な
い
︒
こ
れ

は
書
簡
の
﹁
最
も
難
し
い
部
分
で
あ
っ
た
日
本
語
表
記
は
︑﹇
略
﹈
別
々
に
写

し
取
っ
て
﹂
の
記
述
と
一
致
す
る
︒
既
報
の
七
点
に
は
日
本
語
で
地
名
が
記
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さ
れ
て
い
る
︒
補
足
情
報
が
G
1
︑
G
2
︑
M
2
︑
E
に
は
ロ
シ
ア
語
（
背

面
に
ド
イ
ツ
語
注
記
あ
り
）︑
H
に
は
ド
イ
ツ
語
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
︒

〈
櫓
〉
G
1
か
ら
G
3
の
三
点
に
つ
い
て
︑
日
本
図
の
天
守
閣
や
三
種
の
櫓
は

ス
タ
ン
プ
で
捺
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り（

11
）

︑
筆
者
も
原
本
で

確
認
し
た
︒
同
じ
ス
タ
ン
プ
が
M
1
︑
M
2
︑
E
︑
H
に
も
用
い
ら
れ
て
い

る
︒
一
方
︑
L
の
天
守
閣
や
櫓
は
全
て
ペ
ン
書
き
で
あ
り
︑
櫓
の
石
垣
の
輪

郭
を
表
し
た
四
本
の
直
線
（
一
見
し
て
高
床
式
倉
庫
の
脚
部
の
よ
う
に
見
え
る
）

も
写
し
て
い
る
︒
櫓
の
地
面
に
は
︑
自
筆
図
に
な
い
脚
部
の
影
が
東
側
に
向

か
っ
て
描
か
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
複
製
の
作
者
が
石
垣
の
輪
郭
線
を
脚
部
と

解
釈
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
影
の
加
筆
も
︑
L
が
西
欧
人
の
手
に
よ
る

写
し
と
い
う
仮
説
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
︒

〈
城
郭
〉
六
つ
の
城
郭
（
江
戸
︑
大
坂
︑
駿
府
︑
尾
張
︑
紀
伊
︑
水
戸
）
の
描
写
︑

天
守
閣
と
櫓
の
位
置
︑
地
図
上
の
位
置
は
史
料
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
る
（
表

1
）︒
L
は
天
守
閣
と
櫓
の
位
置
と
バ
ラ
ン
ス
を
見
る
と
M
1
に
最
も
似
て
い

る
︒
G
2
︑
G
3
は
天
守
閣
と
櫓
の
位
置
が
L
と
異
な
る
部
分
も
あ
る
が
︑

城
郭
の
ス
タ
イ
ル
は
似
て
い
る
︒

〈
富
士
山
の
形
状
、
位
置
〉
富
士
山
の
形
態
と
そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
地
図
に

よ
り
違
い
が
大
き
い
︒
今
回
の
検
討
で
は
︑
L
の
原
本
と
な
っ
た
図
を
決
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︒

〈
史
料
の
由
来
〉
L
以
外
の
由
来
を
以
下
に
ま
と
め
る
︒
G
1
～
G
3
は
ゲ
オ

ル
ク
・
ト
ー
マ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ア
ッ
シ
ュ
（G

eorg Th
om

as von Asch, 

一
七
二
九
～
一
八
〇
七
）
が
母
校
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
寄
贈
し
た
ア
ッ

シ
ュ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
で
あ
る
︒
ア
ッ
シ
ュ
は
ド
イ
ツ
系
ロ
シ
ア
人

の
医
師
と
し
て
ロ
シ
ア
政
府
に
仕
え
た
︒
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ロ
シ
ア
と

そ
の
周
辺
域
か
ら
収
集
さ
れ
た
自
然
史
標
本
︑
手
稿
書
︑
書
籍
︑
民
俗
資
料
︑

地
図
や
図
︑
古
銭
な
ど
︑
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
な
る
学
術
資
料
と
し
て
有

名
で
あ
る（

12
）

︒
ア
ッ
シ
ュ
の
名
は
光
太
夫
の
人
名
録
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る（

13
）

こ

と
か
ら
︑
ア
ッ
シ
ュ
は
キ
リ
ル
・
ラ
ク
ス
マ
ン
を
通
じ
て
光
太
夫
と
会
っ
た

と
思
わ
れ
る
︒
M
1
︑
M
2
が
モ
ス
ク
ワ
の
ロ
シ
ア
軍
事
歴
史
古
文
書
館
の

所
蔵
と
な
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
︑
製
作
地
が
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
後
に
モ
ス
ク
ワ
へ
移
管
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
E

は
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
収
集
の
地
図
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
︑

実
用
的
航
海
資
料
と
し
て
の
利
用
を
実
証
す
る
史
料
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

14
）

︒

エ
ス
ト
ニ
ア
出
身
の
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
（Adam

 Johann von 

K
rusenstern, 

一
七
七
〇
～
一
八
四
六
）
は
ロ
シ
ア
初
の
世
界
周
航
に
成
功
し
た

ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
号
の
艦
長
で
あ
り
︑
一
八
〇
四
年
に
全
権
使
節
の
レ
ザ
ノ
フ

と
長
崎
に
来
航
し
た
︒
彼
は
ア
ダ
ム
・
ラ
ク
ス
マ
ン
が
加
藤
肩
吾
か
ら
得
た

﹁
松
前
地
図
﹂
の
写
し
を
反
映
し
た
ロ
シ
ア
地
図
を
所
持
し
て
い
た
が（

15
）

︑
航
海

記
の
中
で
そ
れ
を
光
太
夫
に
由
来
す
る
も
の
と
記
述
し
た（

16
）

︒
ク
ル
ー
ゼ
ン

シ
ュ
テ
ル
ン
は
﹁
松
前
地
図
﹂
の
作
者
と
光
太
夫
を
混
同
し
た
と
思
わ
れ
る

が
︑
こ
の
点
も
光
太
夫
由
来
の
E
を
活
用
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
︒

E
の
入
手
経
緯
の
解
明
が
求
め
ら
れ
る
︒
H
は
︑
地
図
に
書
き
込
ま
れ
た
ド
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イ
ツ
語
の
筆
跡
に
よ
り
︑
ロ
シ
ア
に
仕
え
た
ド
イ
ツ
人
の
薬
学
・
植
物
学
者

ジ
ー
フ
ァ
ー
ス
（Johann August K

arl Sievers, 

一
七
六
二
～
一
七
九
五
）
旧
蔵
の

地
図
と
報
告
さ
れ
た（

17
）

︒

〈
四
国
東
側
の
南
北
線
〉
L
に
描
か
れ
た
四
国
の
す
ぐ
東
側
に
地
図
を
南
北
に

貫
く
縦
線
が
引
か
れ
て
い
る
︒
該
当
す
る
線
は
ど
の
地
図
に
も
な
い
が
︑

G
2
の
同
じ
位
置
に
紙
を
貼
り
継
ぎ
︑
折
っ
た
部
分
が
あ
り
︑
明
瞭
な
直
線

の
よ
う
に
見
え
る
︒
こ
の
折
目
の
位
置
が
L
の
縦
線
の
位
置
と
一
致
す
る
︒

〈
そ
の
他
〉
M
1
は
唯
一
︑
福
知
山
城
を
欠
く
ほ
か
︑
上
野
と
下
野
の
境
界
線

が
出
羽
ま
で
北
へ
伸
び
る
︒

　
画
像
と
写
真
を
比
較
し
た
が
︑
L
の
原
本
と
な
っ
た
史
料
を
既
報
の
七
点

か
ら
一
図
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︒
L
が
﹁
最
高
の
精
度
﹂
で

作
成
さ
れ
た
複
製
で
あ
る
と
す
る
と
︑
既
報
の
七
点
以
外
が
原
本
と
な
っ
た

可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
︒
今
回
の
比
較
検
討
に
よ
り
︑
七
点
の
文
字
情
報
以

外
の
特
徴
か
ら
︑
光
太
夫
自
筆
の
日
本
図
を
︑
①
G
1
︑
②
E
と
H
（
類
似

点
：
寸
法
︑
海
域
面
積
︑
城
郭
）︑
③
そ
の
他
︑
と
大
き
く
三
タ
イ
プ
に
分
類
で

き
︑
L
は
③
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
た
︒
G
2
︑
G
3
の
余
白
に
針
穴
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
︑
沿
岸
域
の
湾
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
形
状
な
ど
も
七
点
に

共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
複
製
は
薄
紙
等
で
原
本
を
透
写
し
︑
作
成
さ
れ

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
︒
今
後
︑
実
物
を
閲
覧
し
て
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
︒

三
　
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
光
太
夫
︱
︱
マ
シ
ュ
ー
・
ガ
ス
リ
の
記
事

　
光
太
夫
が
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
描
い
た
日
本
図
の
こ
と
は
︑
一
七
九
〇
年
版

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
ロ
シ
ア
帝
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
新
会
報
第
八
巻
（
一
七
九
四

出
版
）︑
五
月
十
七
日
の
事
項
に
記
録
さ
れ
た（

18
）

︒

﹇
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
﹈
秘
書
は
︑
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
三
月
二
十
日
付（

19
）

︑
宮

廷
顧
問
ラ
ク
ス
マ
ン
か
ら
の
手
紙
を
読
み
上
げ
た
︒
そ
れ
は
日
本
の
商

人
︑
大
黒
屋
光
太
夫
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
一
枚
の
日
本
島
の
地
図
を
送

る
﹇
と
い
う
﹈
手
紙
で
あ
っ
た
︒
こ
の
地
図
は
い
く
つ
も
の
点
で
ケ
ン

ペ
ル
の
地
図
と
異
な
り
︑
細
部
は
よ
り
正
確
で
あ
る
︒
こ
の
送
付
物
に

は
植
物
園
の
た
め
に
︑
植
物
の
種
子
が
三
袋
添
付
さ
れ
て
い
た
︒

　
こ
の
新
会
報
か
ら
︑
光
太
夫
が
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
作
成
し
た
一
枚
の
日
本

図
は
︑
一
七
九
〇
年
三
月
二
十
日
に
キ
リ
ル
・
ラ
ク
ス
マ
ン
に
よ
っ
て
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
の
ロ
シ
ア
帝
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
送
付
さ
れ
︑
同
ア
カ
デ
ミ
ー

の
同
年
五
月
十
七
日
の
会
議
で
報
告
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
︒

　
ラ
ク
ス
マ
ン
を
通
じ
︑
光
太
夫
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
帝
都
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
へ
帰
国
請
願
書
を
三
度
出
し
た
が
︑
い
ず
れ
も
よ
い
返
事
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
︒
そ
の
後
ロ
シ
ア
政
府
は
光
太
夫
ら
が
日
本
語
教
師
と
し
て
こ
の
ま
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ま
ロ
シ
ア
に
仕
官
す
る
か
商
人
に
な
る
よ
う
申
し
渡
し
︑
そ
れ
ま
で
支
給
し

て
い
た
給
費
を
止
め
た
︒
こ
の
た
め
︑
光
太
夫
は
ラ
ク
ス
マ
ン
の
提
案
で
共

に
帝
都
へ
移
動
し
︑
直
訴
の
機
会
を
う
か
が
っ
た
︒
こ
う
し
て
光
太
夫
は
ラ

ク
ス
マ
ン
ら
と
一
七
九
一
年
一
月
十
五
日
に
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
を
出
発
し
︑
同

年
二
月
十
九
日
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
到
着
し
た（

20
）

︒

　
光
太
夫
が
製
作
し
た
日
本
図
の
う
ち
六
枚
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
描
か
れ
た

（
表
1 （21）
）︒
こ
の
地
で
光
太
夫
が
地
図
を
作
成
す
る
様
子
を
目
撃
し
た
人
物
が

い
た
︒
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
医
師
で
︑
三
十
年
以
上
も
ロ
シ
ア
政
府
に
仕
え

た
マ
シ
ュ
ー
・
ガ
ス
リ
（M

atthew
 G

uthrie, 
一
七
四
三
～
一
八
〇
七
）
で
あ
る（

22
）

︒

彼
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
農
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（Jam

es 

Anderson, 

一
七
三
九
～
一
八
〇
八

（
23
）

）
が
編
集
し
た
文
芸
雑
誌Th

e Bee

に 

“Arcticus” 

（
北
極
）
の
筆
名
で
ロ
シ
ア
の
文
化
や
博
物
学
情
報
を
寄
稿
し
た
︒

こ
の
投
稿
文
か
ら
︑
光
太
夫
に
関
す
る
記
事（

24
）

を
引
用
者
の
和
訳
に
よ
り
転
載

す
る
︒　

コ
ー
ダ
﹇
光
太
夫
﹈
は
︑
コ
ッ
ク
ス
や
フ
ラ
ン
ス
領
事
の
レ
セ
ッ
プ

ス
が
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
旅
で
紹
介
し
た
日
本
の
商
人
だ
が
︑
彼
の
庇
護

者
で
あ
り
友
人
で
あ
り
︑
ま
た
シ
ベ
リ
ア
の
化
石
の
探
索
者
で
あ
る
イ

ル
ク
ー
ツ
ク
在
住
の
﹇
宮
廷
﹈
顧
問
ラ
ク
ス
マ
ン
に
よ
っ
て
去
年
の
冬

に
連
れ
て
こ
ら
れ
︑
二
︑ 

三
か
月
我
々
と
と
も
に
留
ま
っ
て
い
た
︒
そ

の
有
能
な
鉱
物
学
者
の
宿
舎
と
︑
著
名
な
博
物
学
者
で
あ
る
パ
ラ
ス
博

士
の
邸
宅
の
両
邸
で
︑
私
は
し
ば
し
ば
彼
に
会
う
機
会
を
得
た
︒
彼
は

小
さ
く
︑
が
っ
ち
り
し
た
健
康
な
体
で
︑
長
い
黒
髪
を
後
ろ
で
束
ね
︑

ス
ペ
イ
ン
人
の
よ
う
な
顔
色
で
︑
洞
察
力
の
優
れ
た
黒
い
眼
で
あ
る
︒

彼
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
は
西
欧
式
の
服
装
だ
っ
た
︒
彼
が
難
破
船
か
ら

持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
た
物
は
︑
ず
っ
と
前
に
着
古
さ
れ
て
し
ま
っ
た

に
違
い
な
い
の
で
︒
彼
の
人
生
と
国
と
を
考
え
れ
ば
︑
彼
が
示
し
た
知

識
の
レ
ベ
ル
に
︑
我
々
は
皆
驚
い
た
︒
例
え
ば
︑
私
の
友
人
で
あ
る
パ

ラ
ス
の
温
室
で
︑
彼
は
彼
の
島
﹇
国
﹈
に
原
産
す
る
植
物
を
我
々
に
示

し
た
︒
ま
た
私
は
彼
が
い
つ
も
自
宅
（
ラ
ク
ス
マ
ン
の
住
居
）
で
︑
彼

の
国
の
海
図
︑
特
に
彼
が
出
航
し
た
地
域
の
海
図
作
成
に
従
事
す
る
の

を
見
た
︒

　
そ
れ
ら
﹇
の
海
図
﹈
は
ほ
ぼ
中
国
式
だ
っ
た
＊
︒
彼
は
難
破
船
か
ら

二
︑ 

三
冊
の
本
を
救
出
し
て
い
た
︒
一
冊
は
一
種
の
歴
史
と
地
理
に
関

す
る
著
作
物
で
︑
も
う
一
冊
は
宗
教
に
関
す
る
も
の
だ
︑
と
彼
は
言
っ

た
︒
彼
は
ロ
シ
ア
語
で
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
︑
彼
の
性

格
と
行
動
の
穏
や
か
さ
は
︑
レ
セ
ッ
プ
ス
が
彼
に
つ
い
て
描
写
す
る
所

が
全
て
の
よ
う
だ
っ
た
︒
手
短
に
い
え
ば
︑
自
宅
で
の
彼
の
全
て
の
楽

し
み
は
︑
パ
イ
プ
と
本
と
海
図
で
あ
る
よ
う
だ
っ
た
︒
女
王
陛
下
は
︑

陛
下
の
負
担
で
︑
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
装
備
を
整
え
た
船
に
乗
せ
て
彼
を
祖

国
へ
送
り
届
け
る
よ
う
︑
ま
た
ラ
ク
ス
マ
ン
の
息
子
が
同
行
し
︑
彼
を

日
本
へ
安
全
に
送
り
届
け
る
よ
う
命
じ
た
︒
彼
の
不
運
は
他
の
言
語
で
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も
︑
そ
し
て
間
違
い
な
く
英
語
で
も
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
︑
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
で
日
本
人
に
会
う
と
い
う
珍
し
い
現
象
の
原
因
は
ご
存
じ
の
通

り
だ
ろ
う
︒
彼
は
所
有
す
る
船
で
日
本
か
ら
航
行
し
た
が
︑
そ
の
船
に

は
幸
い
に
も
彼
と
乗
組
員
の
食
糧
と
な
る
米
を
積
ん
で
い
て
︑
彼
が
難

破
し
て
フ
ォ
ッ
ク
ス
諸
島（

25
）

の
一
部
に
漂
着
す
る
ま
で
の
信
じ
ら
れ
な
い

ほ
ど
の
時
間
︑
彼
の
船
が
舵
も
な
い
ま
ま
風
に
翻
弄
さ
れ
た
︒
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
へ
連
れ
て
い
か
れ
る
ま
で
︑
彼
は
そ
こ
で
長
い
間
ロ
シ
ア
人

と
住
ん
だ
︒
彼
が
﹇
ロ
シ
ア
﹈
帝
国
に
入
国
し
て
以
来
︑
ほ
か
の
残
り

の
乗
組
員
と
と
も
に
︑
彼
は
主
に
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
ラ
ク
ス
マ
ン
と
住

ん
で
お
り
︑
そ
の
う
ち
の
一
人
﹇
新
蔵
﹈
だ
け
が
こ
こ
﹇
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
﹈
に
彼
と
い
る
︒﹇
以
下
略
﹈

＊
そ
れ
ら
の
海
図
の
う
ち
何
枚
か
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
　
そ
の
一

枚
で
も
得
ら
れ
る
な
ら
︑
私
は
特
別
に
お
願
い
し
て
一
枚
入
手
し
た
い
︒

編
集
者
注
︒

　
ガ
ス
リ
の
描
写
は
︑
帝
都
の
錚
々
た
る
博
物
学
者
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
の
中

で
︑
光
太
夫
が
教
養
あ
る
人
物
と
し
て
一
目
置
か
れ
︑
日
本
に
関
す
る
知
識

を
共
有
す
る
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
︒﹃
レ
セ
ッ
プ
ス
旅
行
日

誌（
26
）

﹄
に
描
か
れ
た
光
太
夫
が
当
時
既
に
有
名
で
あ
り
︑
そ
れ
を
ガ
ス
リ
も
読

ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒
ガ
ス
リ
の
記
録
は
レ
セ
ッ
プ
ス
よ
り
後
の
も
の

で
あ
る
が
︑
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
滞
在
中
の
光
太
夫
を
直
接
伝
え
る
描
写
と
し
て

最
初
の
も
の
で
あ
る
︒
ガ
ス
リ
が
光
太
夫
と
会
っ
た
の
は
﹁
去
年
の
冬
﹂︑
す

な
わ
ち
光
太
夫
ら
が
帝
都
に
到
着
し
た
一
七
九
一
年
二
月
十
九
日
以
降
の
こ

と
で
あ
る
︒
到
着
後
程
な
く
ラ
ク
ス
マ
ン
が
大
病
を
患
い
︑
光
太
夫
は
懸
命

に
看
病
し
た
が
︑
回
復
ま
で
に
八
︑ 

九
十
日
か
か
っ
た
︒
同
年
五
月
一
日
に

皇
帝
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
が
夏
の
離
宮
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
へ
移
動

し
た
た
め
︑
五
月
八
日
か
ら
光
太
夫
は
ラ
ク
ス
マ
ン
と
と
も
に
離
宮
の
庭
番

の
ブ
シ
（Joseph C

harles Bush, 

一
七
五
九
～
一
八
三
八（

27
）

）
宅
に
滞
在
し
︑
皇
帝

拝
謁
の
機
会
を
う
か
が
っ
た（

28
）

︒
一
方
︑
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
作
成
し
た
地
図
の

う
ち
︑
判
明
し
た
中
で
日
付
が
最
も
早
い
の
は
︑
E
の
三
月
上
旬
で
あ
る
（
表

1
）︒
よ
っ
て
︑
ガ
ス
リ
が
光
太
夫
と
会
っ
た
期
間
は
︑
ラ
ク
ス
マ
ン
が
回
復

中
の
期
間
を
含
め
︑
一
七
九
一
年
三
月
～
五
月
上
旬
の
二
か
月
余
り
の
期
間

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
︒

　
ガ
ス
リ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
英
国
人
医
師
で
あ
っ
た
が
︑
ロ
シ
ア

政
府
に
仕
官
し
︑
博
物
学
者
と
し
て
ラ
ク
ス
マ
ン
や
パ
ラ
ス
（Peter Sim

on 

Pallas, 

一
七
四
一
～
一
八
一
一
）
と
交
誼
を
結
ん
だ
︒
パ
ラ
ス
は
エ
カ
テ
リ
ー

ナ
二
世
の
命
を
受
け
︑
シ
ベ
リ
ア
を
探
検
し
︑
動
植
物
学
や
民
族
学
に
貢
献

し
た
著
名
な
ド
イ
ツ
人
博
物
学
者
で
あ
る（

29
）

︒﹁
ラ
ク
ス
マ
ン
教
授
は
︑
ロ
シ
ア

の
味
方
だ
と
彼
が
判
断
し
た
友
人
に
対
し
て
は
非
常
に
話
の
通
じ
る
人
物（

30
）

﹂

と
あ
る
よ
う
に
︑
ガ
ス
リ
は
ラ
ク
ス
マ
ン
か
ら
ロ
シ
ア
側
の
人
物
︑
か
つ
博

物
学
仲
間
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
︑
光
太
夫
が
地
図
作
成
に
取
り
組
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む
様
子
ま
で
身
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
︒

　
一
方
︑
光
太
夫
の
送
還
と
日
露
通
商
交
渉
を
画
策
し
て
い
た
ラ
ク
ス
マ
ン

は
︑
光
太
夫
が
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
外
交
官
に
会
う
こ
と
を
非
常
に
警

戒
し
て
い
た（

31
）

︒
彼
が
最
も
警
戒
し
た
の
が
︑
前
述
の
駐
露
英
国
公
使
ウ
ィ
ッ

ト
ワ
ー
ス
で
あ
っ
た
︒
ガ
ス
リ
と
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
に
よ
る
光
太
夫
の
洋
装

の
解
釈
は
︑
興
味
深
い
対
比
を
な
す
︒
ガ
ス
リ
は
︑﹁
和
装
が
着
古
さ
れ
て
し

ま
っ
た
﹂
と
考
え
た
︒
パ
ラ
ス
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
は
︑
ラ
ク
ス
マ
ン
が
警
戒
し
﹁
光
太
夫
は
自
国
の
服
を

持
っ
て
い
た
の
に
︑
ロ
シ
ア
の
服
を
着
せ
ら
れ
て
い
た
﹂
と
報
告
す
る（

32
）

︒﹃
北

槎
聞
略
﹄
に
よ
る
と
︑
光
太
夫
は
最
後
ま
で
和
装
一
式
を
手
放
さ
ず
︑
帰
国

前
に
ラ
ク
ス
マ
ン
の
娘
マ
リ
ヤ
に
全
て
を
与
え
た（

33
）

︒
ま
た
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か

ら
帰
国
す
る
直
前
に
︑
ジ
ー
フ
ァ
ー
ス
は
和
装
の
光
太
夫
を
描
き
︑﹁
我
が
友
︑

光
太
夫
︑
日
本
の
船
長
︑
再
び
日
本
へ
旅
立
っ
た
　
一
七
九
二
年
五
月
十

日
﹂
と
記
し
た（

34
）

︒
ジ
ー
フ
ァ
ー
ス
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
光
太
夫
に
二
度
会
っ

た
記
録
が
残
る
（
一
度
目
は
一
七
九
〇
年
五
月
二
十
七
日

（
35
）

）︒
H
に
は
こ
の
ジ
ー

フ
ァ
ー
ス
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
の
書
き
込
み
が
あ
る
と
の
報
告（

36
）

か
ら
推
察
す
る

と
︑
彼
は
日
本
図
を
介
し
た
知
的
友
好
関
係
を
光
太
夫
と
築
い
て
お
り
︑
親

し
み
と
惜
別
の
念
を
込
め
て
﹁
我
が
友
﹂
と
記
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

　
ガ
ス
リ
は
光
太
夫
が
﹁
一
種
の
歴
史
と
地
理
に
関
す
る
著
作
物
﹂
を
所
持

し
て
い
た
と
記
す（

37
）

が
︑
こ
れ
は
﹁
節
用
集
﹂
を
指
す
も
の
と
推
察
さ
れ
る
︒

光
太
夫
が
ロ
シ
ア
に
残
し
た
本
の
表
紙
に
は
﹁
節
用
　
弐
冊
﹂
を
含
む
七
種

の
蔵
書
記
録
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る（

38
）

︒
先
行
研
究
に
よ
り
︑
各
種
の
節

用
集
と
同
様
の
日
本
図
が
﹃
年
代
記
絵
抄
﹄
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
︑

お
よ
び
光
太
夫
日
本
図
に
は
︑
同
書
に
見
ら
れ
る
﹁
つ
か
る
﹇
津
軽
﹈
八
方
﹂

（
多
く
の
節
用
集
で
は
合が
っ

浦ぽ
う

）
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
﹁
八
つ
ほ
う
﹂
と
写
す
こ

と
か
ら
︑﹃
年
代
記
絵
抄
﹄
が
原
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る（

39
）

︒
こ
の
よ
う
に
ガ
ス
リ
の
記
述
に
よ
っ
て
︑
光
太
夫
が
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
の
ラ
ク
ス
マ
ン
の
宿
舎
で
地
図
作
成
に
従
事
し
て
い
る
様
子
を
再
現
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
え
る
︒

四
　
同
時
代
の
西
欧
人
に
よ
る
光
太
夫
日
本
図
の
記
録

　
光
太
夫
が
描
い
た
日
本
図
は
︑
同
時
代
の
西
欧
人
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
範
囲
で
︑
当
時
の
文
献

史
料
に
記
さ
れ
た
光
太
夫
日
本
図
に
関
す
る
記
録
を
年
代
順
に
ま
と
め
た

（
表
2
）︒
そ
こ
か
ら
光
太
夫
日
本
図
は
︑
同
時
代
の
西
欧
の
科
学
者
︑
政
治
家
︑

外
交
官
︑
実
業
家
に
広
く
関
心
を
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

　
先
に
述
べ
た
ガ
ス
リ
に
よ
るTh

e Bee

の
一
七
九
二
年
五
月
十
六
日
号
の
寄

稿
は
︑
出
版
さ
れ
た
光
太
夫
日
本
図
の
記
録
と
し
て
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
古

い
も
の
で
あ
る
︒
ガ
ス
リ
の
寄
稿
に
は
続
き
が
あ
り
︑
一
年
後
の
一
七
九
三

年
五
月
十
五
日
号
の
寄
稿
で
︑
海
図
の
保
管
場
所
を
見
つ
け
︑
編
集
者
で
あ

る
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
た
め
に
コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
︒
同
年
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七
月
三
日
号
の
中
で
も
︑
光
太
夫
が
作
成
し
た
未
発
表
の
海
図
に
つ
い
て
再

度
触
れ
て
い
る
︒

　
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
（Johann Friedrich Blum

enbach, 

一
七
五
二
～

一
八
四
〇
）
は
ド
イ
ツ
の
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
選
帝
侯
国
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学

の
医
学
︑
人
類
学
︑
博
物
学
の
教
授
で
あ
り
︑
一
七
七
六
年
に
王
立
学
術
博

物
館
の
初
代
館
長
に
就
任
し
た
人
物
で
あ
る（

40
）

︒
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス

（Joseph Banks, 

一
七
四
三
～
一
八
二
〇
）
は
︑
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
の
第
一

回
航
海
（
一
七
六
八
～
一
七
七
一
）
に
私
費
を
投
じ
て
参
加
し
︑
膨
大
な
博
物

資
料
を
持
ち
帰
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
博
物
学
者
で
あ
る
︒
帰
国
後
は
︑
ロ
ン
ド

ン
郊
外
の
キ
ュ
ー
に
設
立
し
た
王
立
植
物
園
の
事
実
上
の
初
代
園
長
︑
王
立

協
会
の
会
長
（
一
七
七
八
～
一
八
二
〇
）
な
ど
多
く
の
役
職
を
務
め
た
ほ
か
︑

リ
ン
ネ
協
会
の
設
立
（
一
七
八
八
）
に
も
尽
力
す
る
な
ど
︑
イ
ギ
リ
ス
の
博
物

学
に
大
き
な
業
績
を
残
し
た（

41
）

︒

　
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
と
バ
ン
ク
ス
の
交
流
は
博
物
学
者
同
志
の
交
流
で

あ
っ
た
が
︑
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
と
イ
ギ
リ
ス
が
当
時
同
君
連
合
で
あ
っ
た
た
め
︑

ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
政
府
と
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
国
王
を
結
ぶ
四
半
期
ご
と
の
公
式

定
期
便
を
活
用
し
て
書
簡
を
交
わ
し
て
い
た（

42
）

︒
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
か
ら
バ

ン
ク
ス
宛
︑
一
七
九
四
年
九
月
二
十
四
日
の
書
簡
か
ら
光
太
夫
日
本
図
に
関

す
る
部
分（

43
）

を
︑
引
用
者
の
和
訳
に
よ
り
転
載
す
る
︒

　
最
近
︑
私
ど
も
の
図
書
館
に
一
枚
の
興
味
深
く
新
し
い
大
型
の
日
本

の
海
図
が
送
ら
れ
て
き
て
お
り
︑
そ
れ
に
は
﹇
地
﹈
名
が
日
本
の
文
字

で
印マ
マ

刷
さ
れ
︑
手
書
き
の
ロ
シ
ア
文
字
で
説
明
が
書
か
れ
て
い
ま
す
︒

も
し
そ
の
海
図
が
︑
閣
下
ご
自
身
か
︑
ダ
ル
リ
ン
プ
ル
氏
に
と
り
ま
し

て
何
か
し
ら
ご
関
心
の
あ
る
も
の
で
し
た
ら
︑
私
は
最
大
の
喜
び
と
と

も
に
そ
の
正
確
な
複
製
を
調
達
致
し
ま
す
︒﹇
以
下
略
﹈

　
こ
の
海
図
は
︑﹁
最
近
﹂
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
に
送
付
さ
れ
た
﹁
一
枚
﹂
の
海
図

で
あ
り
︑﹁
日
本
の
文
字
﹂
と
﹁
ロ
シ
ア
文
字
﹂
に
よ
る
書
き
込
み
が
あ
る
点

か
ら
︑
G
1
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
︒
ダ
ル
リ
ン
プ
ル
（Alexander 

D
alrym

ple, 

一
七
三
七
～
一
八
〇
八
）
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
︑
海
図
の
製
作

者
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
︒
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
の
申
し
出
に
対
し
︑
バ
ン

ク
ス
の
返
事
の
書
簡
に
は
︑
こ
の
件
に
関
す
る
依
頼
も
断
り
も
書
か
れ
て
い

な
い（

44
）

︒
し
か
し
︑
他
の
件
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
返
答
が
書
か
れ
て
い
る
︒

こ
の
無
回
答
の
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
︑
バ
ン
ク
ス
が
無
関

心
で
あ
っ
た
か
︑
あ
る
い
は
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
が
送
付
し
た
日
本
図
L
に
つ

い
て
既
に
把
握
し
て
い
た
た
め
触
れ
な
か
っ
た
か
︑
ど
ち
ら
か
と
思
わ
れ
る
︒

　
一
方
︑
バ
ン
ク
ス
が
ウ
プ
サ
ラ
の
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
に
送
っ
た
一
七
八
五
年

六
月
十
七
日
付
の
書
簡
か
ら
は
︑
バ
ン
ク
ス
の
対
日
貿
易
に
関
す
る
高
い
関

心
が
示
さ
れ
て
い
る
︒
同
書
簡
に
は
︑
イ
ギ
リ
ス
商
人
が
ア
メ
リ
カ
の
北
西

海
岸
の
原
住
民
と
毛
皮
貿
易
を
行
い
︑
そ
れ
を
日
本
の
﹇
北
方
の
﹈
原
住
民

と
貿
易
を
行
う
意
向
が
あ
る
こ
と
︑
そ
の
た
め
皇
帝
か
ら
自
立
し
て
い
る
日
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本
の
北
方
地
域
に
お
け
る
﹇
イ
ギ
リ
ス
船
の
﹈
貿
易
の
可
能
性
に
つ
い
て
照
会

し
て
い
た
の
で
あ
る（

45
）

︒
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
（C

arl Peter Th
unberg, 

一
七
四
三
～

一
八
二
八
）
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
医
師
と
し
て
一
七
七
五
～
一
七
七
六
年
に

来
日
し
た
博
物
学
者
で
あ
る
︒
彼
は
動
植
物
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
︑
日
本

の
社
会
・
経
済
に
つ
い
て
も
当
時
西
欧
で
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
︒
よ
っ
て
︑

バ
ン
ク
ス
が
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
に
日
本
の
海
図
に
つ
い
て
無
回
答
だ
っ
た

の
は
︑
少
な
く
と
も
無
関
心
の
た
め
で
は
な
い
︒

　
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
は
︑
バ
ン
ク
ス
へ
送
付
し
た
書
簡
と
同
様
の
書
簡
を
︑

ド
イ
ツ
︑
ゴ
ー
タ
の
天
文
学
者
ツ
ァ
ッ
ハ
（Franz X

aver von Zach, 

一
七
五
四

～
一
八
三
二

（
46
）

）
に
も
送
付
し
た
と
推
察
さ
れ
る
︒
そ
の
返
事
に
相
当
す
る

ツ
ァ
ッ
ハ
か
ら
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
宛
︑
一
七
九
八
年
五
月
二
十
二
︑ 

二
十
七
日
付
の
書
簡（

47
）

の
中
で
︑
ツ
ア
ッ
ハ
は
自
身
が
編
集
す
る
﹃
天
文
地
理

学
雑
誌（

48
）

﹄
へ
の
光
太
夫
日
本
図
に
関
す
る
寄
稿
と
日
本
図
﹇
写
し
か
？
﹈
の
送

付
を
依
頼
し
た
︒
光
太
夫
日
本
図
を
ラ
ペ
ル
ー
ズ
の
海
図
と
批
判
的
に
比
較

し
︑
そ
の
縮
小
地
図
を
掲
載
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒
し
か

し
そ
の
後
︑
彼
の
雑
誌
に
光
太
夫
日
本
図
の
縮
小
版
複
製
は
掲
載
さ
れ
な

か
っ
た
︒

　
イ
ー
ト
ン
（W

illiam
 Eton

）
は
一
七
九
〇
年
代
に
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
の
英
国
大
使
館
に
通
商
顧
問
と
し
て
所
属
し
た
人
物
で
あ
る（

49
）

︒
彼
は
著
書

﹃
ト
ル
コ
帝
国
概
説
﹄（
一
七
九
九
）
の
中
で
︑
光
太
夫
の
日
本
図
に
つ
い
て

記
録
し
た（

50
）

︒
彼
は
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
英
国
大
使
館
で
︑
大
使

ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
を
通
し
︑
直
接
複
製
の
日
本
図
を
見
た
と
思
わ
れ
る
︒

　
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
と
光
太
夫
日
本
図
に
つ
い
て
は
第
二
章
︿
史
料

の
由
来
﹀
で
述
べ
た
︒

　
こ
の
よ
う
に
︑
西
欧
に
残
る
光
太
夫
の
日
本
図
に
関
す
る
記
録
か
ら
︑
光

太
夫
の
日
本
図
の
受
け
止
め
方
を
︑
受
け
手
の
属
性
︑
つ
ま
り
（
一
）
博
物

学
者
︑（
二
）
政
治
︑
外
交
︑
通
商
関
係
者
︑
と
大
き
く
二
つ
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒
実
物
の
光
太
夫
日
本
図
は
︑
十
八
世
紀
末
の
西
欧
人
の
博
物

学
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
︑
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
か
ら
ハ
ノ
ー

フ
ァ
ー
選
帝
侯
国
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
︒
ま
た
そ
の
情
報

は
︑
同
じ
く
博
物
者
間
の
知
的
交
流
を
媒
介
に
︑
ロ
シ
ア
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
経
由
で
イ
ギ
リ
ス
︑
同
君
連
合
の
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
か
ら
イ
ギ
リ
ス
︑
ド

イ
ツ
内
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
か
ら
ゴ
ー
タ
の
よ
う
な
経
路
で
共
有
さ
れ
︑
注
目

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
︒
特
に
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
︑
ツ
ァ
ッ
ハ
の
よ
う

な
学
者
は
︑
自
身
の
編
集
す
る
科
学
雑
誌
に
図
を
掲
載
し
︑
出
版
予
定
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
が
︑
そ
れ
は
何
ら
か
の
理
由
で
実
現
し
な
か
っ
た
︒

ラ
ペ
ル
ー
ズ
の
探
検
航
海
の
後
︑
最
新
の
海
図
が
出
版
さ
れ
た
後
に
は
︑
や

が
て
科
学
的
価
値
を
失
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
︒

　
一
方
︑
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
家
︑
外
交
官
︑
通
商
関
係
者
に
と
っ
て
も
︑
光

太
夫
日
本
図
は
最
新
の
日
本
の
海
図
情
報
と
映
っ
た
︒
特
に
ロ
シ
ア
と
の
極

東
に
お
け
る
貿
易
競
争
を
制
す
る
た
め
に
︑
ロ
シ
ア
か
ら
入
手
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
情
報
で
あ
っ
た
︒
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
が
複
製
を
製
作
し
て
イ
ギ
リ
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ス
へ
送
付
し
た
時
期
は
︑
ガ
ス
リ
を
除
く
全
て
の
博
物
学
者
ら
の
情
報
共
有

よ
り
も
早
い
︒
結
果
的
に
︑
光
太
夫
日
本
図
が
学
術
雑
誌
に
出
版
さ
れ
る
計

画
は
い
ず
れ
も
実
現
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
︑
政
治
︑
外
交
︑
通
商
分
野
に

お
け
る
必
要
性
か
ら
は
迅
速
に
写
し
が
作
成
さ
れ
た
︒
結
局
︑
こ
れ
ら
の
政

治
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
作
成
さ
れ
た
複
製
が
直
ち
に
イ
ギ
リ
ス
へ
送
ら
れ
︑

後
世
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

五
　
イ
ギ
リ
ス
が
入
手
し
た
光
太
夫
日
本
図
の
歴
史
的
意
味

　
な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
は
光
太
夫
日
本
図
の
写
し
を
入
手
し
た
の
か
？
　
十
八
世

紀
末
に
お
け
る
L
の
歴
史
的
意
味
を
（
1
）
十
八
世
紀
後
半
の
北
太
平
洋
へ

の
イ
ギ
リ
ス
の
進
出
状
況
︑（
2
）
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
色
︑

（
3
）
西
欧
人
に
よ
る
日
本
沿
岸
測
量
図
︑（
4
）
日
本
で
製
作
さ
れ
た
地
図

情
報
の
西
欧
へ
の
流
出
時
期
︑（
5
）
光
太
夫
の
人
物
像
か
ら
考
察
す
る
︒

︵
1
︶
北
太
平
洋
の
覇
権
争
い

　
十
八
世
紀
後
半
︑
北
米
の
太
平
洋
岸
で
は
毛
皮
貿
易
と
そ
の
交
易
拠
点
を

め
ぐ
り
︑
西
欧
諸
国
が
熾
烈
な
競
争
を
展
開
し
た
︒
特
に
ク
ッ
ク
の
第
三
回

航
海
（
一
七
七
六
～
一
七
八
〇
）
に
よ
り
北
米
の
北
太
平
洋
沿
岸
が
探
索
さ
れ
︑

北ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
・

コ
ー
ス
ト

西
海
岸
の
ラ
ッ
コ
の
毛
皮
が
中
国
で
莫
大
な
富
を
も
た
ら
す
こ
と
が
知

ら
れ
る
と
︑
商
業
権
と
領
土
権
を
め
ぐ
り
獲
得
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た（

51
）

︒

北
西
海
岸
に
は
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
領
有
権

を
持
つ
と
見
な
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
と
︑
ア
ラ
ス
カ
で
植
民
地
活
動
を
行
い
︑

南
下
を
開
始
し
て
い
た
ロ
シ
ア
が
進
出
し
て
い
た（

52
）

︒
北
太
平
洋
の
交
易
圏
を

押
さ
え
る
こ
と
は
︑
海
洋
帝
国
と
し
て
極
東
進
出
を
目
指
す
イ
ギ
リ
ス
に

と
っ
て
長
年
の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
︒
実
際
︑
ク
ッ
ク
の
第
三
回
航
海
の
秘

密
訓
令
に
も
︑
北
西
・
北
東
航
路
の
探
索
が
含
ま
れ
て
い
た（

53
）

︒
イ
ギ
リ
ス
の

ク
ッ
ク
隊
に
よ
る
北
米
の
太
平
洋
岸
の
探
検
は
︑
ロ
シ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
を
警

戒
さ
せ
た
︒
ク
ッ
ク
隊
に
刺
激
さ
れ
︑
フ
ラ
ン
ス
も
ラ
ペ
ル
ー
ズ
の
探
検
隊

を
太
平
洋
へ
派
遣
し
た（

54
）

︒
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
ば
か
り
の
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
も
︑
商
機
を
狙
っ
て
太
平
洋
へ
進
出
し
た（

55
）

︒

　
一
七
八
九
年
︑
ヌ
ー
ト
カ
湾
に
駐
屯
地
を
建
設
し
た
ス
ペ
イ
ン
が
︑
こ
の

地
に
停
泊
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
交
易
船
を
拿
捕
し
た
こ
と
を
発
端
と
し
た
ヌ
ー

ト
カ
湾
事
件
が
発
生
し
た
︒
イ
ギ
リ
ス
は
一
七
九
〇
年
の
ヌ
ー
ト
カ
湾
協
定

に
よ
り
︑
事
実
上
こ
の
地
で
﹁
貿
易
と
航
海
の
自
由
﹂
を
得
る
こ
と
に
成
功

し
た（

56
）

︒
イ
ギ
リ
ス
の
私
貿
易
商
人
の
み
な
ら
ず
︑
政
府
も
北
米
毛
皮
貿
易
に

関
心
を
示
し
︑
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
で
の
通
商
展
開
を
論
じ
た（

57
）

︒
イ
ギ
リ

ス
の
対
日
通
商
へ
の
動
き
に
対
し
︑
対
日
貿
易
を
独
占
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ

は
危
機
感
を
抱
い
た（

58
）

︒
ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
光
太
夫
の
送

還
を
名
目
に
日
本
と
の
交
易
を
画
策
し
て
お
り
︑
互
い
の
動
向
を
注
視
し
て

い
た（

59
）

︒
イ
ギ
リ
ス
は
光
太
夫
を
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
使
節
の
通
訳
と
し
て
用
い
︑

中
国
訪
問
の
後
に
対
日
通
商
交
渉
を
進
め
よ
う
と
画
策
し
て
い
た（

60
）

が
︑
光
太
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夫
と
の
接
触
は
ロ
シ
ア
側
の
警
戒
に
よ
り
実
現
し
な
か
っ
た
︒
マ
カ
ー
ト

ニ
ー
は
一
七
九
三
年
に
清
の
乾
隆
帝
に
謁
見
し
︑
通
商
交
渉
を
行
っ
た
が
失

敗
に
終
わ
っ
た（

61
）

︒
光
太
夫
と
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
使
節
と
の
関
係
は
改
め
て
論
じ

た
い
︒
つ
ま
り
こ
の
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
は
︑
北
太
平
洋
の
覇
権
争
い
の
中
で

優
位
に
立
ち
つ
つ
あ
っ
た
が
︑
極
東
で
は
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
使
節
が
中
国
と
交

渉
に
失
敗
し
︑
日
本
と
の
交
渉
も
実
現
し
な
か
っ
た
よ
う
に
︑
ま
だ
他
の
西

欧
諸
国
と
競
争
の
渦
中
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒

︵
2
︶
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
色

　
ケ
ア
ー
ド
図
書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
を
見
る
と
︑
グ
レ
ン
ヴ
ィ

ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
一
三
〇
〇
点
の
地
図
・
海
図
が
登
録
さ
れ
て
い
る
︒

画
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
そ
の
一
部
で
は
あ
る
が
︑
河
川
や
沿
岸
域

の
港
湾
︑
要
塞
︑
海
峡
︑
水
路
︑
有
名
な
陸
海
の
戦
場
の
陣
営
な
ど
︑
軍
事

的
な
地
理
情
報
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
地
図
・
海
図
の
大
部
分
は
出
版
物

で
あ
る
が
︑
手
稿
も
含
ま
れ
て
い
る
︒
ま
た
大
半
は
イ
ギ
リ
ス
を
含
め
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
図
・
海
図
で
あ
る
が
︑
世
界
全
域
を
網
羅
し
て
い
る
︒
日

本
全
域
を
単
独
で
網
羅
し
た
地
図
・
海
図
は
L
の
み
で
あ
り
︑
他
は
東
ア
ジ

ア
全
体
図
な
ど
広
域
図
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
同
図
書
館
の
資
料
紹

介
に
よ
る
と
︑
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
が
外
務
大
臣
に
就
任

中
（
一
七
九
一
～
一
八
〇
一
）
の
比
較
的
短
期
間
に
︑
特
に
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
軍
事
情
勢
を
知
る
た
め
の
実
用
的
な
資
料
と
し
て
収
集
さ
れ
た
も
の
と

い
う（

62
）

︒

　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
を
把
握
す
る
た
め
︑
カ
タ
ロ
グ
情
報
か
ら
出
版
年

あ
る
い
は
作
成
年
情
報
を
年
代
別
に
ま
と
め
た
（
図
5
）︒
図
5
か
ら
地
図
・

海
図
の
出
版
・
作
成
年
の
大
半
が
十
八
世
紀
後
半
で
あ
り
︑
特
に
一
七
八
一

年
か
ら
一
八
〇
〇
年
の
収
集
数
は
全
体
の
約
六
割
を
占
め
る
こ
と
か
ら
︑
グ

レ
ン
ヴ
ィ
ル
が
収
集
し
う
る
最
新
の
地
理
情
報
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
︒
よ
っ
て
こ
の
特
徴
か
ら
も
︑
L
は
最
新
の
日
本
海
図
情
報
と
し
て
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

︵
3
︶
イ
ギ
リ
ス
が
入
手
し
得
た
日
本
沿
岸
測
量
図
と
光
太
夫
日
本
図
の
写
し

　
イ
ギ
リ
ス
が
十
八
世
紀
後
半
ま
で
に
掌
握
し
た
日
本
の
海
図
と
︑
光
太
夫

日
本
図
写
し
を
入
手
し
た
時
期
（
一
七
九
三
年
）
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒
広
義

の
﹁
日
本
地
図
﹂
で
あ
れ
ば
︑
西
欧
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
が
持
ち
帰
っ
た
情
報

に
基
づ
く
地
図
や
︑
ケ
ン
ペ
ル
が
日
本
か
ら
持
ち
帰
り
﹃
日
本
誌
﹄（
英
訳
出

版
一
七
二
七
年
）
の
中
で
出
版
さ
れ
た
日
本
図
を
始
め
︑
後
の
追
加
情
報
に

よ
っ
て
様
々
に
進
化
し
た
も
の
が
多
数
存
在
し
て
い
た（

63
）

︒
し
か
し
こ
の
頃
︑

イ
ギ
リ
ス
は
実
測
値
を
重
視
し
︑
海
図
を
求
め
て
い
た
︒
な
か
で
も
イ
ギ
リ

ス
東
イ
ン
ド
会
社
水
路
部
長
で
︑
一
七
九
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
初
代
海
軍
水
路

局
長
に
就
任
し
た
ダ
ル
リ
ン
プ
ル
は
︑
水
路
測
量
に
基
づ
く
海
図
の
作
成
と

蓄
積
に
取
り
組
ん
で
い
た（

64
）

︒
日
本
に
関
す
る
海
図
の
一
例
を
挙
げ
る
と
︑
彼

が
編
纂
し
た
海
図
集
の
中
に
は
︑
古
い
オ
ラ
ン
ダ
の
地
図
で
あ
る
が
︑
水
深
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の
計
測
値
が
書
き
込
ま
れ
︑
水
路
図
と
し
て
有
効
な
長
崎
の
港
湾
図
が
含
ま

れ
て
い
る（

65
）

︒

　
表
3
は
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
ま
で
︑
フ
リ
ー
ス
の
探
検（

66
）

以
降
︑

西
欧
諸
国
が
日
本
近
海
を
航
行
し
︑
測
量
し
た
値
を
反
映
し
た
日
本
の
海
図

を
時
系
列
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
︒
日
本
の
北
方
で
は
︑
一
六
四
三
年
に

オ
ラ
ン
ダ
の
フ
リ
ー
ス
探
検
隊
が
北
海
道
の
東
部
太
平
洋
側
と
エ
ト
ロ
フ
島
︑

ウ
ル
ッ
プ
島
の
一
部
︑
サ
ハ
リ
ン
南
部
を
測
量
し
た
︒
そ
の
実
測
図
は

一
六
五
〇
年
の
ヤ
ン
ソ
ニ
ウ
ス
以
降
の
西
欧
地
図
に
長
く
用
い
ら
れ
た（

67
）

︒

一
七
三
九
年
に
は
ロ
シ
ア
の
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
探
検
隊
が
千
島
列
島
を
南
下

し
仙
台
湾
に
至
っ
た
︒
そ
の
実
測
地
図
は
︑
一
七
四
五
年
の
ロ
シ
ア
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
が
出
版
し
た
﹃
ロ
シ
ア
帝
国
地
図
帳
﹄
の
﹁
ロ
シ
ア
帝
国
全
図
﹂

に
採
用
さ
れ
た（

68
）

︒

　
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
日
本
の
海
図
作
成
は
︑
ク
ッ
ク
の
第
三
回
航
海
を
嚆
矢

と
す
る
︒
ク
ッ
ク
の
死
後
︑
後
任
の
キ
ン
グ
艦
長
は
︑
三
陸
沖
か
ら
房
総
沖

ま
で
の
本
州
太
平
洋
沿
岸
と
硫
黄
島
を
海
上
か
ら
測
量
し
︑
沿
岸
図
を
作
成

し
た（

69
）

︒
ク
ッ
ク
の
第
三
回
航
海
誌
（
図
版
含
む
）
は
一
七
八
四
年
六
月
に
出
版

さ
れ
た（

70
）

︒

　
次
に
日
本
近
海
を
探
検
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ペ
ル
ー
ズ
隊
の
世
界
周

航
（
一
七
八
五
～
一
七
八
八
年
）
で
あ
る
︒
ラ
ペ
ル
ー
ズ
隊
は
一
七
八
七
年
に

与
那
国
島
か
ら
日
本
海
を
北
上
し
︑
能
登
半
島
で
緯
度
・
経
度
を
測
定
︑
間

宮
海
峡
に
接
近
し
た
後
︑
宗
谷
海
峡
を
発
見
︑
千
島
列
島
を
北
上
し
︑
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
の
ペ
テ
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
に
到
着
し
た（

71
）

︒
そ
こ
で
下
船
し
︑
そ
こ

ま
で
の
航
海
誌
を
預
か
り
ロ
シ
ア
経
由
で
帰
国
し
た
の
が
︑
光
太
夫
の
記
録

を
残
し
た
前
述
の
レ
セ
ッ
プ
ス
で
あ
っ
た（

72
）

︒
ラ
ペ
ル
ー
ズ
隊
は
ペ
テ
ロ
パ
ブ

ロ
フ
ス
ク
か
ら
南
下
し
︑
一
七
八
八
年
一
月
二
十
六
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

東
海
岸
の
ボ
タ
ニ
ー
湾
に
達
し
た
が
︑
そ
の
地
を
同
年
三
月
十
日
に
出
航
し

て
以
降
︑
消
息
を
絶
っ
た
︒
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
の

航
海
日
誌
と
デ
ー
タ
は
︑
イ
ギ
リ
ス
人
に
託
送
さ
れ
て
フ
ラ
ン
ス
へ
届
け
ら

れ
た
︒
こ
れ
ら
の
航
海
誌
︑
地
図
︑
写
生
図
は
︑
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の

一
七
九
一
年
︑
国
民
議
会
に
よ
っ
て
出
版
を
議
決
さ
れ
︑
一
七
九
七
年
に
航

海
記
と
ア
ト
ラ
ス
が
出
版
さ
れ
た（

73
）

︒

　
ク
ッ
ク
の
第
三
回
航
海
以
降
︑
イ
ギ
リ
ス
が
独
自
に
日
本
近
海
の
測
量
値

を
得
た
の
は
︑
ヌ
ー
ト
カ
湾
事
件
後
に
解
放
さ
れ
た
コ
ル
ネ
ッ
ト
の
私
貿
易

船
ア
ル
ゴ
ノ
ー
ト
号
の
航
海
（
一
七
九
一
年
︑
北
九
州
か
ら
中
国
地
方
西
部
の
日

本
海
沿
岸
を
測
量

（
74
）

）
と
︑
ブ
ロ
ー
ト
ン
の
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
号
と
ス
ク
ー
ナ
ー
船

に
よ
る
探
検
航
海（

75
）

で
あ
っ
た
︒
ブ
ロ
ー
ト
ン
は
一
七
九
六
年
か
ら
一
七
九
七

年
の
間
︑
二
度
の
日
本
近
海
探
検
を
行
っ
た
結
果
︑
室
蘭
︑
北
海
道
南
岸
︑

千
島
列
島
︑
琉
球
列
島
か
ら
本
州
の
太
平
洋
沿
岸
︑
津
軽
海
峡
︑
北
海
道
の

日
本
海
側
︑
サ
ハ
リ
ン
︑
湾
と
見
な
し
た
タ
タ
ー
ル
海
峡
（
間
宮
海
峡
）︑
沿

海
地
方
か
ら
中
国
大
陸
沿
い
を
航
行
し
た
︒
ブ
ロ
ー
ト
ン
は
一
七
九
八
年
五

月
二
十
八
日
に
ス
リ
ラ
ン
カ
北
東
海
岸
の
ト
リ
ン
コ
マ
リ
ー
で
解
任
さ
れ（

76
）

︑

一
七
九
九
年
二
月
に
イ
ギ
リ
ス
へ
帰
国（

77
）

︑
一
八
〇
四
年
に
航
海
誌
を
出
版
し
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た
︒
ブ
ロ
ー
ト
ン
は
蝦
夷
地
で
加
藤
肩
吾
と
出
会
い
︑
日
本
人
が
作
成
し
た

二
種
類
の
地
図
を
入
手
し
た
が
︑
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
︒

　
つ
ま
り
︑
一
七
八
四
年
の
ク
ッ
ク
第
三
回
航
海
誌
の
出
版
以
降
︑

一
七
九
〇
年
代
末
ま
で
︑
イ
ギ
リ
ス
が
独
占
的
に
有
し
た
日
本
の
測
量
値
は

九
州
北
部
の
玄
界
灘
か
ら
島
根
ま
で
の
日
本
海
沿
岸
の
み
で
あ
っ
た
︒

一
七
九
七
年
に
ラ
ペ
ル
ー
ズ
の
航
海
誌
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
︑
ま
た
ブ
ロ
ー

ト
ン
の
海
図
が
届
く
ま
で
︑
イ
ギ
リ
ス
は
測
量
に
基
づ
い
た
日
本
広
域
の
海

図
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
︒

︵
4
︶ ﹁
松
前
地
図
﹂
と
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄
が
西
欧
に
流
出
し
た

時
期

　
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
︑
ロ
シ
ア
が
日
本
で
二
種
類

の
日
本
地
図
情
報
を
入
手
し
た
こ
と
が
先
行
研
究
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
︒

一
つ
は
松
前
藩
の
侍
医
で
あ
る
加
藤
肩
吾
が
編
集
し
た
﹁
松
前
地
図
﹂
と
題

す
る
地
図（

78
）

の
写
し
で
︑
北
海
道
︑
カ
ラ
フ
ト
島
︑
南
千
島
諸
島
を
含
む
︒
ア

ダ
ム
・
ラ
ク
ス
マ
ン
が
根
室
に
来
航
し
た
際
︑
松
前
か
ら
派
遣
さ
れ
た
加
藤

と
上
級
役
人
の
鈴
木
熊
蔵
が
こ
の
地
図
を
持
参
し
て
お
り
︑
相
互
に
地
図
を

貸
借
し
て
写
し
合
い
︑
地
理
情
報
を
交
換
し
た（

79
）

︒
こ
の
時
の
模
様
は
︑
ラ
ク

ス
マ
ン
の
﹁
日
本
来
航
日
誌
﹂
の
一
七
九
二
年
十
二
月
十
三
～
十
四
日
の
事

項
に
記
述
さ
れ
た（

80
）

︒
ロ
シ
ア
側
が
持
ち
帰
っ
た
﹁
松
前
地
図
﹂
写
し
と
思
わ

れ
る
地
図
が
ポ
ス
ト
ニ
コ
フ
の
論
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
る（

81
）

︒
こ
の
﹁
松
前
地

図
﹂
写
し
に
描
か
れ
た
マ
ツ
マ
エ
島
と
カ
ラ
フ
ト
島
は
︑
一
八
〇
二
年
に
ペ

テ
ル
ブ
ル
ク
の
ロ
シ
ア
帝
国
部
で
出
版
さ
れ
た
﹁
太
平
洋
に
お
け
る
ロ
シ
ア

航
海
者
た
ち
の
発
見
地
図
﹂
に
そ
の
ま
ま
写
さ
れ
た（

82
）

︒
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ

ル
ン
が
航
海
記
に
引
用
し
た
地
名
︱
︱
北
海
道
南
西
の
島
のO

-sim
a

（
大
島
）︑

K
o-sim

a

（
小
島
）︑
渡
島
半
島
のSineko

（
洲
根
子

（
83
）

）
︱
︱
か
ら
︑
彼
が
こ
の

印
刷
さ
れ
た
地
図
を
携
帯
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒
彼
が
﹁
松
前
地
図
﹂

の
作
者
と
光
太
夫
を
混
同
し
た
点
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
述
べ
た
通
り
で
あ

る
︒

　
も
う
一
方
の
地
図
が
長
久
保
赤
水
の
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄
で
あ

る
︒
近
年
︑
複
数
の
在
外
資
料
に
基
づ
く
調
査
研
究
か
ら
︑
こ
の
地
図
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
流
出
時
期
︑
地
図
に
掲
載
さ
れ
た
地
名
な
ど
地
理
情
報
の

翻
訳
︑
地
図
と
翻
訳
情
報
の
伝
播
︑
近
代
日
本
地
図
製
作
時
の
活
用
に
つ
い

て
︑
詳
細
な
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る（

84
）

︒﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄

が
日
本
か
ら
渡
欧
し
た
ル
ー
ト
は
︑
日
蘭
関
係
と
日
露
関
係
を
媒
介
と
す
る

大
き
く
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
︒
こ
こ
で
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄

の
最
も
古
い
流
出
時
期
と
そ
の
経
緯
︑
情
報
の
流
布
に
つ
い
て
二
つ
の
ル
ー

ト
に
分
け
て
整
理
す
る
︒

　
ま
ず
日
蘭
関
係
ル
ー
ト
で
は
︑
オ
ラ
ン
ダ
商
館
館
長
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
（
日

本
滞
在
：
一
七
七
九
年
八
月
～
一
七
八
〇
年
十
一
月
︑
一
七
八
一
年
八
月
～

一
七
八
三
年
十
一
月
︑
一
七
八
四
年
八
月
～
十
一
月

（
85
）

）︑
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
師
シ
ー

ボ
ル
ト
（
第
一
回
目
来
日
：
一
八
二
三
年
八
月
～
一
八
三
〇
年
一
月

（
86
）

）
が
﹃
改
正
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日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
︒

　
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
シ
ー
ボ
ル
ト
将
来
の
﹃
改
正
日
本
輿

地
路
程
全
図
﹄
三
点
の
う
ち
︑N

o. 220 a

は
一
七
七
九
年
（
安
永
八
）
刊
行
の

初
版
で
あ
る（

87
）

︒
こ
れ
が
松
井
・
レ
ク
イ
ン
に
よ
る
史
料
検
討
の
結
果（

88
）

︑
テ
ィ

ツ
ィ
ン
グ
自
筆
の
番
号
と
地
名
の
書
き
込
み
が
あ
り
︑
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
の
死

後
︑
ク
ラ
ッ
プ
ロ
ー
ト
の
手
に
渡
り
︑
彼
の
死
後
シ
ー
ボ
ル
ト
が
入
手
し
た

地
図
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒
同
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る

一
七
九
二
年
一
月
二
日
付
︑
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
在
住
の

兄
宛
の
書
簡（

89
）

の
内
容
は
こ
の
地
図
を
指
す
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
︑

一
七
九
二
年
か
翌
年
に
は
こ
の
地
図
が
オ
ラ
ン
ダ
に
渡
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

さ
ら
に
同
論
文
は
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
の
地
図N

o. 220 a

と
オ
ラ
ン
ダ
王

立
図
書
館
の
地
名
一
覧
が
元
々
は
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
に
属
し
た
セ
ッ
ト
の
史
料

で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
︒
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

所
蔵
史
料
か
ら
︑
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
が
﹃
日
本
に
関
す
る
記
述
﹄
の
最
終
版
草

稿
に
地
図
の
地
名
番
号
に
対
応
す
る
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
出
版
準
備
を
し
︑

一
八
一
一
年
に
こ
の
草
稿
を
ア
カ
デ
ミ
ー
に
寄
託
し
た
が
︑
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ

の
草
稿
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
た
︒
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
る
と
︑

ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
は
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
の
死
後
︑
こ
れ
ら
の
地
図
と
草
稿
を
用
い

て
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
作
成
し
︑
自
身
の
業
績
と
し
て
一
八
二
〇
年
に
サ
ン
ク

ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
ロ
シ
ア
帝
国
陸
軍
参
謀
本
部
の
地
図
保
管
所
へ
送
り
︑

同
様
の
日
本
地
図
を
大
英
博
物
館
に
も
寄
贈
し
た
と
い
う（

90
）

︒
な
お
テ
ィ
ツ
ィ

ン
グ
は
三
十
二
年
に
及
ぶ
東
洋
で
の
任
務
を
終
え
︑
一
七
九
六
年
十
二
月
に

ロ
ン
ド
ン
に
戻
っ
た（

91
）

︒
一
八
〇
〇
年
四
月
の
月
刊
誌（

92
）

に
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
の
日

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
︒
そ
こ
に
い
く
つ
か
の
逸

品
の
一
つ
と
し
て
日
本
人
が
作
成
し
た
大
き
な
日
本
図
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ

た
︒
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
が
西
欧
に
も
た
ら
し
た
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄

の
存
在
は
︑
彼
が
西
欧
に
戻
り
ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
と
し
て
間
も
な
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
︑
一
八
〇
〇
年
に
は
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
注
目
さ

れ
て
い
た
と
い
え
る
︒

　
次
に
日
露
関
係
ル
ー
ト
か
ら
流
出
し
た
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄
に

つ
い
て
検
討
す
る
︒

　
ロ
シ
ア
側
が
日
本
か
ら
直
接
こ
の
地
図
を
入
手
し
た
時
期
に
つ
い
て
︑
先

行
研
究
で
は
十
九
世
紀
初
頭
の
レ
ザ
ノ
フ
使
節
来
日
時
と
す
る
ポ
ス
ト
ニ
コ

フ
の
説（

93
）

と
︑
十
八
世
紀
末
の
ラ
ク
ス
マ
ン
使
節
の
根
室
来
航
時
と
す
る
小

林
・
鳴
海
の
説（

94
）

が
あ
る
︒
ポ
ス
ト
ニ
コ
フ
は
そ
の
具
体
的
根
拠
を
示
し
て
い

な
い
が
︑
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
地
図
を
元
に
し
て
作
成
さ
れ
た
一
八
〇
九
年

製
と
一
八
一
〇
年
製
の
日
本
図
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
そ
の
年
代
に

近
い
レ
ザ
ノ
フ
使
節
の
長
崎
滞
在
年
（
一
八
〇
四
～
一
八
〇
五
年
）
の
入
手
を

想
定
し
た
と
思
わ
れ
る
︒
掲
載
さ
れ
た
ロ
シ
ア
軍
事
歴
史
古
文
書
館
が
所
蔵

す
る
一
八
一
〇
年
製
の
地
図
を
見
る
と
︑
長
久
保
赤
水
の
﹃
改
正
日
本
輿
地

路
程
全
図
﹄
に
由
来
す
る
地
図
の
写
し
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
特
に
そ
の

形
状
︑
色
合
い
は
エ
ス
ト
ニ
ア
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
ク
ル
ー
ゼ
ン
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シ
ュ
テ
ル
ン
の
地
図
集
に
含
ま
れ
る
新
蔵
・
善
六
訳
﹁
日
本
国
の
一
般
図（

95
）

﹂

と
よ
く
似
て
い
る
︒
ロ
シ
ア
軍
事
歴
史
古
文
書
館
の
地
図
に
つ
い
て
は
今
後

の
研
究
報
告
を
待
ち
た
い
︒

　
十
八
世
紀
末
に
ラ
ク
ス
マ
ン
使
節
が
長
久
保
赤
水
図
を
ロ
シ
ア
に
持
ち

帰
っ
た
と
す
る
小
林
・
鳴
海
の
説
は
︑
二
点
を
根
拠
と
す
る
︒
一
点
目
は
ク

ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
に
よ
る
﹃
太
平
洋
水
路
測
量
記
録
集
﹄（
一
八
二
七

年
）
の
記
述（

96
）

に
基
づ
く
︒
そ
の
記
述
を
以
下
に
ま
と
め
る
︒
ク
ル
ー
ゼ
ン

シ
ュ
テ
ル
ン
は
世
界
周
航
後
に
ア
ト
ラ
ス
（
ロ
シ
ア
語
版
：
一
八
一
三
年
出
版
）

を
作
成
す
る
際
︑
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
帝
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
所
蔵

の
ラ
ク
ス
マ
ン
が
持
ち
帰
っ
た
日
本
地
図
を
精
査
し
た
が
︑
そ
の
時
は
翻
訳

が
な
い
た
め
地
図
を
活
用
で
き
な
か
っ
た
︒
そ
の
後
︑
ワ
イ
マ
ー
ル
大
公
が

所
有
す
る
日
本
地
図
の
写
し
を
提
供
さ
れ
︑
別
途
入
手
し
た
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト

に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
訳
と
と
も
に
そ
の
日
本
地
図
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

た
︒
ま
た
ワ
イ
マ
ー
ル
大
公
所
有
の
日
本
地
図
は
︑
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
所
有
の
ラ
ク
ス
マ
ン
が
持
ち
帰
っ
た
日
本
地
図
と
完

全
に
一
致
し
た
と
い
う
︒
し
か
し
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
地
図
は
ク
ル
ー
ゼ
ン

シ
ュ
テ
ル
ン
が
一
度
目
に
見
た
後
︑
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
︒

　
二
点
目
の
根
拠
は
︑
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
ロ
ー
ト
ン
が
蝦
夷
地
の
内
浦
湾
へ
二

度
来
航
し
た
際
の
地
図
情
報
の
交
換
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
︒﹃
改
正
日
本
輿

地
路
程
全
図
﹄
を
明
示
す
る
記
録
は
な
い
と
は
い
え
︑
加
藤
と
ブ
ロ
ー
ト
ン

と
の
交
流
を
み
る
と
︑
加
藤
か
ら
ラ
ク
ス
マ
ン
に
も
同
様
に
地
図
が
提
供
さ

れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る（

97
）

と
す
る
︒

　
筆
者
は
加
藤
肩
吾
が
提
供
し
た
日
本
の
地
図
情
報
が
︑
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航

時
と
ブ
ロ
ー
ト
ン
来
航
時
で
は
異
な
り
︑
ラ
ク
ス
マ
ン
に
は
﹁
松
前
地
図
﹂

の
み
を
︑
ブ
ロ
ー
ト
ン
に
は
﹁
松
前
地
図
﹂
と
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全

図
﹄
の
両
方
で
あ
っ
た
と
考
え
る
︒

　
ま
ず
ブ
ロ
ー
ト
ン
に
つ
い
て
は
︑
一
度
目
の
来
航
時
の
一
七
九
六
年
九
月

二
十
五
日
の
記
述（

98
）

に
︑
大
き
な
日
本
の
北
方
諸
島
の
地
図
を
写
す
の
を
許
可

し
た
と
記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
﹁
松
前
地
図
﹂
を
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
二

度
目
の
来
航
時
の
一
七
九
七
年
八
月（

99
）

に
は
︑
日
本
列
島
の
非
常
に
完
全
な
地

図
を
得
た
こ
と
︑
誰
か
ら
地
図
を
得
た
か
決
し
て
言
わ
ぬ
よ
う
強
く
命
じ
ら

れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
︒
こ
の
﹁
非
常
に
完
全
な
地
図
﹂
は
﹃
改
正
日
本

輿
地
路
程
全
図
﹄
を
指
す
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る（

100
）

︒
今
後
の
ブ
ロ
ー
ト
ン

関
連
の
史
料
調
査
を
期
待
し
た
い
︒

　
次
に
ア
ダ
ム
・
ラ
ク
ス
マ
ン
（
蝦
夷
滞
在
：
一
七
九
二
～
一
七
九
三
）
来
航

時
に
日
本
か
ら
持
ち
帰
っ
た
地
図
に
つ
い
て
︑
彼
の
日
誌
︑
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
の
記
録
を
︑
他
の
ラ
ク
ス
マ
ン
将
来
品
の
記
録
情
報
と
後
の
レ
ザ
ノ
フ

使
節
の
地
図
情
報
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
︒
ラ
ク
ス
マ
ン
が
根
室
滞
在
中
に

加
藤
肩
吾
と
地
図
情
報
を
交
換
し
﹁
松
前
地
図
﹂
の
写
し
を
得
た
こ
と
は
前

述
の
通
り
で
あ
る
︒
ラ
ク
ス
マ
ン
の
日
誌
は
出
来
事
︑
訪
問
者
︑
得
た
情
報

や
蝦
夷
地
で
見
聞
し
た
風
俗
︑
産
物
︑
博
物
学
的
知
見
な
ど
が
詳
細
に
書
か

れ
て
い
る
︒
ラ
ク
ス
マ
ン
の
﹁
日
本
来
航
日
誌
﹂
に
は
﹁
松
前
地
図
﹂
に
関
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す
る
情
報
交
換
の
模
様
が
明
記
さ
れ
て
い
る
一
方
︑﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全

図
﹄
に
相
当
す
る
よ
う
な
正
確
な
日
本
図
を
得
た
と
い
う
内
容
の
記
述
は
な

い
︒

　
ア
ダ
ム
・
ラ
ク
ス
マ
ン
が
蝦
夷
地
滞
在
中
に
収
集
し
た
自
然
史
標
本
と
︑

か
ん
じ
き
﹇
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
﹈︑
植
物
﹇
ハ
ゼ
ノ
キ
﹈
か
ら
作
ら
れ
た
蝋
燭
な
ど

の
民
俗
資
料
な
ど
の
珍
品
は
︑
一
七
九
四
年
に
キ
リ
ル
・
ラ
ク
ス
マ
ン
が
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
送
り
︑
同
年
六
月
十
六
日
の
学
術
会
合
で
ラ
ク
ス
マ
ン
の

手
紙
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
後
︑
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
が
ク
ン
ス
ト
カ
メ
ラ
に

移
す
よ
う
命
じ
た（

101
）

︒
自
然
史
標
本
リ
ス
ト
は
一
八
〇
一
年
に
発
行
さ
れ
た

一
七
九
四
年
版
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
帝
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
新
会
報
に
報
告
さ
れ

た（
102
）

︒
ま
た
自
然
史
標
本
の
和
名
を
含
む
カ
タ
ロ
グ
の
コ
ピ
ー
は
︑
古
文
書
室

に
保
管
さ
れ
た（

103
）

︒
そ
の
他
︑
同
新
会
報
に
は
日
本
遠
征
の
概
要
も
報
告
さ
れ

て
い
る（

104
）

が
︑
正
確
な
日
本
島
の
地
図
を
得
た
と
い
う
内
容
は
な
い
︒
第
三
章

で
引
用
し
た
よ
う
に
︑
キ
リ
ル
は
光
太
夫
が
描
い
た
日
本
図
を
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
に
送
付
し
て
い
た
︒
も
し
日
本
遠
征
で
よ
り
正
確
な
日
本
地
図
を
得
た

な
ら
ば
︑
必
ず
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
報
告
し
た
と
推
察
さ
れ
る
︒

　
レ
ザ
ノ
フ
使
節
の
長
崎
滞
在
時
︑
ロ
シ
ア
側
関
係
者
の
航
海
記
に
日
本
の

地
図
情
報
を
示
す
記
述
は
な
い
︒
長
崎
で
ロ
シ
ア
使
節
一
行
は
日
本
側
の
厳

し
い
管
理
下
に
置
か
れ
た
︒
さ
ら
に
日
本
を
去
っ
た
後
︑
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ

テ
ル
ン
が
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
か
ら
商
務
大
臣
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
に
宛
て
た

一
八
〇
五
年
六
月
十
一
日
付
の
書
簡（

105
）

か
ら
︑
長
崎
滞
在
中
に
努
力
し
た
が
日

本
地
図
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
︒
そ
の
た
め
︑
日
本
の
北

東
部
の
地
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
︑
自
ら
命
名
す
る
必
要
性
か
ら
︑

ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
航
海
に
貢
献
し
た
人
物
の
名
前
を
命
名
し
た
と

い
う
︒
西
欧
人
が
﹁
発
見
﹂
し
た
場
所
に
西
欧
人
の
名
前
を
用
い
て
命
名
す

る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
︑
地
図
が
な
く
対
比
す
べ
き
地
元

の
名
称
が
不
明
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
︒
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル

ン
の
一
例
を
挙
げ
る
と
﹁
す
ば
ら
し
い
海
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂
ほ
か
︑
航
海

の
た
め
に
最
新
機
材
を
準
備
し
た
ゴ
ー
ダ
の
ツ
ァ
ッ
ハ
を
顕
彰
し
︑
島
根
の

一
山
を
﹁
ツ
ァ
ッ
ハ
山
﹂
と
命
名
し
た（

106
）

︒
長
崎
か
ら
日
本
近
海
の
航
海
に
関

し
︑
幕
府
は
レ
ザ
ノ
フ
使
節
に
航
行
中
に
沿
岸
に
近
づ
く
こ
と
を
禁
止
し
た（

107
）

と
は
い
え
︑
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
が
航
海
記
で
他
に
日
本
人
が
作
成
し

た
正
確
な
日
本
地
図
を
参
照
し
た
様
子
は
な
い
︒
航
海
中
に
参
照
し
た
地
図

は
西
欧
で
出
版
さ
れ
た
ア
ロ
ー
ス
ミ
ス
︑
ラ
ペ
ル
ー
ズ
︑﹁
太
平
洋
に
お
け
る

ロ
シ
ア
航
海
者
た
ち
の
発
見
地
図
﹂
等
の
西
欧
で
作
製
さ
れ
た
海
図
で
あ
っ

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
︒

　
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
航
海
は
彼
の
建
議
で
実
現
し
た
ロ
シ
ア
初
の

世
界
周
航
で
あ
り
︑
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
︑
帝
国
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
︑
ロ
シ
ア
海
軍
︑
露
米
会
社
の
全
面
的
支
援
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
︒

さ
ら
に
日
本
へ
の
使
節
派
遣
は
彼
の
案
に
後
か
ら
附
加
さ
れ
た
計
画
で
あ
っ

た
︒
海
図
も
周
到
に
用
意
さ
れ
た（

108
）

︒
ま
た
特
命
全
権
使
節
レ
ザ
ノ
フ
は
︑
航

海
に
先
立
ち
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
名
誉
会
員
に
任
命
さ
れ
た（

109
）

︒
な
ぜ
︑
帝
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国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
所
蔵
の
ラ
ク
ス
マ
ン
将
来
の
日
本
地
図
︑
あ
る
い
は
そ

の
写
し
が
長
崎
来
航
時
に
携
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
筆
者
は
こ

の
点
も
︑
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
時
に
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄
を
入
手
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
帰
す
る
と
考
え
る
︒
そ
し
て
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル

ン
が
ロ
シ
ア
に
戻
り
︑
世
界
周
航
記
の
ア
ト
ラ
ス
を
出
版
す
る
際
に
参
照
し

た
の
は
︑
そ
の
時
ま
で
に
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
届
い
て
い
た
﹃
改
正
日
本
輿

地
路
程
全
図
﹄
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
︒
こ
の
紛
失
し
た
と
さ
れ
る
地

図
の
同
定
と
来
歴
に
つ
い
て
は
︑
今
後
の
史
料
研
究
の
課
題
と
し
た
い
︒

　
こ
れ
ま
で
に
史
料
を
検
討
し
た
結
果
︑
ラ
ク
ス
マ
ン
使
節
︑
レ
ザ
ノ
フ
使

節
は
ど
ち
ら
も
日
本
来
航
の
際
︑
長
久
保
赤
水
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全

図
﹄
に
相
当
す
る
日
本
図
を
入
手
し
て
い
な
か
っ
た
︑
と
い
う
結
論
に
至
っ

た
︒

　
先
行
研
究
に
よ
り
︑
略
奪
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
へ
渡
っ
た
日
本
地
図
情
報
が

報
告
さ
れ
て
い
る
︒
長
崎
で
の
対
日
通
商
交
渉
の
失
敗
と
日
本
側
の
態
度
へ

の
報
復
と
し
て
︑
一
八
〇
六
年
八
月
八
日
︑
レ
ザ
ノ
フ
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
港
に

向
か
う
ユ
ノ
ナ
号
の
甲
板
で
︑
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
に
北
方
襲
撃

の
秘
密
の
指
令
を
与
え
た（

110
）

︒
こ
れ
が
一
八
〇
六
～
一
八
〇
七
年
の
ユ
ノ
ナ
号

と
ア
ヴ
ォ
シ
号
に
よ
る
樺
太
・
択
捉
島
・
利
尻
島
襲
撃
事
件
（
文
化
露
寇
）
の

発
端
と
な
っ
た
︒
ロ
シ
ア
側
は
日
本
人
を
拿
捕
し
︑
蔵
や
倉
庫
か
ら
食
糧
や

商
品
を
略
奪
し
た
後
︑
蔵
や
御
堂
を
燃
や
し
た
︒
略
奪
品
の
リ
ス
ト
に
は
︑

ユ
ノ
ナ
号
が
略
奪
し
た
﹁
本
の
入
っ
た
小
さ
な
箪
笥
と
海
図
﹂
の
記
録
が
あ

る（
111
）

︒
さ
ら
に
︑
択
捉
島
で
捕
虜
と
な
っ
た
五
郎
治
に
よ
る
﹁
五
郎
治
申
上
荒

増（
112
）

﹂
に
︑
こ
の
時
に
流
出
し
た
日
本
図
に
つ
い
て
興
味
深
い
記
録
が
あ
る
︒

五
郎
治
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
滞
在
時
に
︑
日
本
か
ら
の
略
奪
品
に
日
本
国
の
絵
図

や
書
物
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
︑
ロ
シ
ア
側
に
見
せ
る
べ
き
で
は
な
い

と
︑
保
管
さ
れ
た
蔵
に
入
っ
て
日
本
図
を
持
ち
帰
り
︑
焼
き
払
っ
た
︒
し
か

し
別
の
日
本
絵
図
一
枚
が
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
渡
っ
て
お
り
︑
石
巻
若
宮
丸
漂

流
民
で
ロ
シ
ア
に
帰
化
し
た
善
六
に
よ
っ
て
全
て
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
︑

悔
し
い
思
い
を
し
た（

113
）

︒
五
郎
治
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
か
ら
将
来
し
た
節
用
集
一

冊
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
の
で
︑
日
本
国
の
絵
図
は
節
用
集
の
日
本
図
と

は
別
の
絵
図
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
し
て
善
六
が
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
翻
訳
し
た

と
い
う
地
図
が
︑
前
出
の
エ
ス
ト
ニ
ア
国
立
公
文
書
館
の
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ

テ
ル
ン
地
図
集
に
含
ま
れ
る
新
蔵
・
善
六
訳
﹁
日
本
国
の
一
般
図
﹂
を
指
す

と
思
わ
れ
る
︒
こ
の
地
図
の
説
明
に
は
翻
訳
者
で
あ
る
新
蔵
と
善
六
の
ロ
シ

ア
名
と
一
八
〇
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る（

114
）

︒
筆
者
は
こ
の

ロ
シ
ア
に
略
奪
さ
れ
︑
翻
訳
さ
れ
た
一
連
の
史
料
が
︑
日
本
か
ら
ロ
シ
ア
に

直
接
流
出
し
た
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄
と
そ
の
活
用
を
確
実
に
示
す

最
も
古
い
史
料
と
考
え
る
︒

　
以
上
︑
日
本
か
ら
西
欧
に
流
出
し
た
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄
の
最

も
早
い
流
出
時
期
を
ま
と
め
る
︒
日
蘭
関
係
ル
ー
ト
で
は
︑
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ

が
一
七
九
二
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
兄
に
地
図
を
送
付
し
て
お
り
︑
そ
れ

は
同
年
以
降
に
オ
ラ
ン
ダ
に
届
い
た
︒
そ
の
情
報
が
世
に
広
ま
り
始
め
た
の
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は
一
七
九
六
年
十
二
月
に
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
が
ロ
ン
ド
ン
に
戻
っ
て
以
降
と
推

察
さ
れ
︑
一
八
〇
〇
年
四
月
に
ロ
ン
ド
ン
の
月
刊
誌
に
記
事
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
た
︒
日
露
関
係
ル
ー
ト
で
は
︑
一
八
〇
六
～
一
八
〇
七
年
の
ロ
シ
ア

に
よ
る
略
奪
に
よ
り
択
捉
島
に
あ
っ
た
地
図
が
流
出
し
︑
そ
れ
を
イ
ル
ク
ー

ツ
ク
で
翻
訳
し
た
地
図
が
一
八
〇
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
︒
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の

ブ
ロ
ー
ト
ン
は
一
七
九
七
年
に
加
藤
肩
吾
か
ら
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全

図
﹄
と
思
わ
れ
る
地
図
を
得
た
︒
こ
の
図
が
イ
ギ
リ
ス
に
届
い
た
の
は
同
年

以
降
と
思
わ
れ
る
︒
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
た
範
囲
で
は
︑
い
ず
れ
も
﹃
改
正

日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄
の
西
欧
到
着
は
一
七
九
二
年
以
降
で
︑
地
図
の
存
在

情
報
は
一
七
九
〇
年
代
末
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
地
理
学
上
の
知

識
︑
地
名
の
活
用
は
一
八
〇
九
年
の
新
蔵
・
善
六
に
よ
る
ロ
シ
ア
語
翻
訳
の

刊
行
以
降
︑
地
名
に
関
し
て
は
実
質
的
に
は
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
翻
訳
を
用
い
た

ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
︑
と
後
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
さ
ら
に

ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
や
ア
ロ
ー
ス
ミ
ス
に
よ
る
地
図
製
作
へ
の
活
用
︑

地
理
学
上
の
貢
献
に
つ
い
て
は
︑
先
行
研
究（

115
）

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
︒

︵
5
︶
イ
ギ
リ
ス
の
光
太
夫
日
本
図
と
光
太
夫
の
人
物
像

　
光
太
夫
の
日
本
図
写
し
L
は
︑
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
か
ら
一
七
九
三

年
二
月
に
発
送
さ
れ
︑
同
年
に
イ
ギ
リ
ス
へ
到
着
し
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

従
っ
て
︑
L
は
ラ
ペ
ル
ー
ズ
や
ブ
ロ
ー
ト
ン
に
よ
る
測
量
図
情
報
が

一
七
九
七
年
以
降
に
到
達
す
る
前
の
三
～
四
年
間
︑
イ
ギ
リ
ス
が
入
手
し
得

た
最
新
の
﹁
日
本
の
海
図
﹂
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
れ
は
先
に
論
じ

た
よ
う
に
︑
西
欧
の
科
学
者
が
光
太
夫
日
本
図
に
高
い
関
心
を
示
し
︑
雑
誌

等
に
公
表
し
よ
う
と
し
た
時
期
と
一
致
す
る
︒
そ
れ
は
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
が
日

本
か
ら
送
っ
た
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄
が
オ
ラ
ン
ダ
に
到
着
す
る
の

と
同
時
期
で
あ
っ
た
︒
同
地
図
を
ブ
ロ
ー
ト
ン
が
蝦
夷
地
で
得
た
の
は

一
七
九
七
年
︑
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ロ
ン
ド
ン
で
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
一
七
九
六
年
十
二
月
以
降
で
あ
っ
た
︒
こ
れ
ら
の
期
間
も

L
が
イ
ギ
リ
ス
に
到
着
し
た
三
～
四
年
後
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ

の
翻
訳
情
報
の
共
有
は
さ
ら
に
後
に
な
り
︑
ロ
シ
ア
海
軍
が
略
奪
し
た
地
図

が
翻
訳
・
刊
行
さ
れ
た
の
が
一
八
〇
九
年
︑
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
の
翻
訳
を
ク
ラ

プ
ロ
ー
ト
が
フ
ラ
ン
ス
語
に
訳
し
︑
自
身
の
業
績
と
し
て
ロ
シ
ア
に
送
っ
た

の
が
一
八
二
〇
年
で
あ
っ
た
︒
光
太
夫
の
日
本
図
が
イ
ギ
リ
ス
に
届
い
た
時

期
は
︑
西
欧
に
お
け
る
日
本
地
図
が
前
近
代
の
も
の
か
ら
測
量
値
が
反
映
し

た
近
代
の
地
図
に
移
行
す
る
転
換
期
の
直
前
で
あ
り
︑
い
わ
ば
隙
間
の
よ
う

な
短
い
期
間
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
確
か
に
︑
西
欧
の
知
識
人
に
最
新
の
﹁
日

本
の
海
図
﹂
と
み
な
さ
れ
︑
注
目
さ
れ
て
い
た
期
間
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
︒

　
こ
こ
で
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
書
簡
の
内
容
と
L
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒
前
述

の
通
り
︑
光
太
夫
の
日
本
図
は
﹁
節
用
集
﹂
の
系
統
の
日
本
図
の
写
し
で
あ

り
︑
実
測
図
で
は
な
か
っ
た
︒
し
か
も
︑
ケ
ン
ペ
ル
﹃
日
本
誌
﹄
添
付
図
の

よ
う
な
既
存
の
日
本
地
図
と
比
べ
︑
本
州
と
九
州
が
連
な
る
点
で
異
な
っ
て

い
た
︒
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
イ
ギ
リ
ス
側
は
光
太
夫
の
日
本
図
を
﹁
大
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変
知
的
な
人
物
﹂
か
つ
︑
日
本
の
船
頭
で
あ
る
光
太
夫
の
航
海
の
経
験
値
が

実
測
値
に
代
わ
り
反
映
し
た
﹁
海
図
﹂
と
捉
え
︑
忠
実
な
複
製
を
作
成
し
た

と
い
え
る
︒
十
八
世
紀
前
半
に
西
欧
で
出
版
さ
れ
た
﹁
レ
ラ
ン
ド
型
﹂
や

﹁
ケ
ン
ペ
ル
・
シ
ョ
イ
ヒ
ツ
ァ
ー
型
﹂
の
日
本
地
図
の
海
岸
線
は
画
一
的
で

あ
っ
た（

116
）

の
に
対
し
︑
光
太
夫
日
本
図
の
海
岸
線
が
﹁
非
常
に
正
確
に
﹂
見
え

た
と
も
解
釈
で
き
る
︒
日
本
の
地
名
を
記
し
た
文
字
情
報
は
﹁
最
も
難
し
い

部
分
﹂
と
し
て
別
々
に
写
さ
れ
た
が
︑
日
本
図
は
﹁
航
海
者
は
日
本
島
の
緯

度
と
経
度
を
決
定
す
る
と
簡
単
に
縮
尺
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
海
図
と

し
て
︑
実
用
的
沿
岸
地
理
情
報
と
見
な
さ
れ
た
︒
し
か
し
そ
れ
を
実
際
に
地

理
情
報
と
し
て
活
用
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
︑
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た

い
︒

　
光
太
夫
の
日
本
図
に
描
か
れ
た
本
州
と
九
州
の
癒
着
に
つ
い
て
は
︑
伊
勢

出
身
の
彼
の
知
識
に
こ
の
地
方
の
地
理
的
知
識
が
欠
け
て
い
た
た
め
︑
と
の

指
摘
が
あ
る（

117
）

︒
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
書
簡
か
ら
︑
光
太
夫
は
西
欧
で
作
成
さ
れ

た
日
本
地
図
を
見
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
︒
こ
れ
は
光
太
夫
の
帰

国
後
の
証
言
﹁﹇
ロ
シ
ア
の
日
本
﹈
地
図
は
国く
に

分わ
け

迄
致
し
︑
殊
の
外
精
細
成
る

事
に
御
座
候（

118
）

﹂
と
も
一
致
す
る
︒
お
そ
ら
く
彼
は
ラ
ク
ス
マ
ン
や
パ
ラ
ス
か

ら
本
州
と
九
州
の
癒
着
に
つ
い
て
︑
ケ
ン
ペ
ル
の
日
本
図
な
ど
と
比
較
し
︑

質
問
を
受
け
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
︒
し
か
し
既
存
の
日
本
図
を
見
せ
ら
れ

て
も
︑
光
太
夫
は
本
州
と
九
州
の
つ
な
が
り
を
訂
正
し
な
か
っ
た
︒
そ
し
て

前
掲
の
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
書
簡
に
よ
る
と
︑
光
太
夫
は
西
欧
の
日
本
地
図
に

つ
い
て
﹁
実
際
と
か
け
離
れ
て
は
い
な
い
が
︑
そ
れ
で
も
細
部
で
は
非
常
に

欠
陥
が
あ
り
︑
岬
間
の
距
離
が
誤
っ
て
い
る
﹂
と
回
答
し
た
︒
一
方
︑
判
明

し
た
だ
け
で
七
枚
も
の
日
本
図
を
描
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
光
太
夫

は
帰
国
後
に
自
分
が
ロ
シ
ア
で
日
本
図
を
描
い
た
こ
と
に
つ
い
て
︑
管
見
の

限
り
一
切
語
っ
て
い
な
い
︒
こ
の
沈
黙
は
︑
ロ
シ
ア
滞
在
時
の
豊
富
な
体
験

談
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
︒
光
太
夫
は
︑
ロ
シ
ア

側
が
地
図
を
含
め
︑
様
々
な
日
本
情
報
を
自
分
か
ら
収
集
し
て
い
る
こ
と
を

自
覚
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒
光
太
夫
は
強
靭
な
意
思
を
貫
き
︑
帰
国
を
諦

め
ず
︑
ロ
シ
ア
に
仕
官
し
な
か
っ
た
︒
そ
し
て
帰
国
の
手
段
を
自
ら
模
索
し

続
け
て
い
た
︒
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
総
合
し
て
︑
光
太
夫
が
本
州
と
九
州
を

意
図
的
に
繋
げ
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
光
太
夫

は
帰
国
後
に
咎
め
ら
れ
な
い
よ
う
︑
ま
た
日
本
と
い
う
一
国
に
と
っ
て
重
要

な
地
図
情
報
を
ロ
シ
ア
に
正
し
く
伝
え
な
い
よ
う
︑
原
本
の
紛
ら
わ
し
さ
を

活
か
し
︑
必
ず
し
も
全
て
正
し
い
情
報
を
提
供
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒

彼
は
西
欧
の
日
本
地
図
を
見
せ
ら
れ
た
時
︑
機
転
を
利
か
せ
て
﹁
細
部
に
欠

陥
が
あ
る
﹂
と
述
べ
る
こ
と
で
︑
情
報
を
撹
乱
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な

い
か
︒
こ
の
点
は
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
︑
一
つ
の
仮
説
と
し
て
指

摘
し
て
お
く
︒

　
こ
の
よ
う
に
光
太
夫
は
日
本
の
地
図
情
報
の
重
要
性
を
自
覚
し
︑
情
報
を

守
る
べ
く
自
ら
考
え
︑
対
処
し
て
い
た
︒
こ
の
点
に
関
し
て
択
捉
で
拿
捕
さ

れ
た
五
郎
治
も
︑
光
太
夫
と
共
通
す
る
も
の
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
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る
︒
両
者
と
も
鎖
国
時
代
の
日
本
の
一
庶
民
で
は
あ
っ
た
が
︑
船
頭
︑
あ
る

い
は
番
人
小
頭
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
的
立
場
で
あ
り
︑
自
ら
判
断
す
る
力
を

養
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
︒
そ
れ
に
し
て
も
想
像
を
超
え
る
困
難
に
直

面
し
た
日
本
人
一
個
人
が
︑
図
ら
ず
も
異
国
ロ
シ
ア
で
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
時
に
︑
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
を
俯
瞰
で
き
た
の
で
あ
っ
た
︒
ロ
シ
ア
に

い
な
が
ら
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
わ
ず
︑
ロ
シ
ア
語
を

身
に
付
け
︑
ロ
シ
ア
の
狙
い
を
把
握
し
て
日
本
の
国
家
的
危
機
感
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
抱
く
こ
と
が
で
き
た
国
際
人
と
い
え
よ
う
︒
こ
れ
は
個
人
の
資

質
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
︑
当
時
の
両
者
の
国
際
感
覚
と
現
状
把
握
︑
思

考
力
︑
可
能
な
限
り
の
抵
抗
を
試
み
た
実
行
力
は
︑
時
代
を
越
え
て
現
代
の

我
々
を
強
く
惹
き
付
け
る
︒

　
そ
し
て
光
太
夫
の
場
合
︑
こ
の
危
機
意
識
が
図
ら
ず
も
イ
ギ
リ
ス
へ
の
正

確
な
地
図
情
報
の
流
出
を
阻
ん
だ
と
も
い
え
る
︒
イ
ギ
リ
ス
は
確
か
に
光
太

夫
の
海
図
情
報
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
が
︑
そ
れ
は
ロ
シ
ア
の
対
日
動
向
を

探
る
諜
報
活
動
の
一
環
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
イ
ギ
リ
ス
に
残
る
光
太

夫
関
係
の
史
料
か
ら
︑
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
︑
日
本
の
関
係
に
つ
い

て
改
め
て
論
じ
た
い
︒

お
わ
り
に

　
イ
ギ
リ
ス
で
発
見
さ
れ
た
光
太
夫
日
本
図
の
写
し
と
︑
そ
の
由
来
を
示
す

ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
書
簡
は
︑
イ
ギ
リ
ス
が
当
時
光
太
夫
の
日
本
図
に
非
常
に

高
い
関
心
を
持
ち
︑
実
際
に
入
手
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
あ
る
︒
十
八
世

紀
末
︑
極
東
へ
の
進
出
を
画
策
す
る
西
欧
諸
国
間
の
競
争
を
背
景
に
︑
イ
ギ

リ
ス
が
光
太
夫
の
日
本
図
を
他
で
は
入
手
し
得
な
い
﹁
海
図
﹂
情
報
と
し
て

捉
え
︑
対
日
外
交
︑
経
済
︑
軍
事
目
的
の
た
め
に
写
し
を
送
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
︒
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
書
簡
と
光
太
夫
の
日
本
図
の
写
し
と
い
う
二
点
の

史
料
は
︑
イ
ギ
リ
ス
が
日
本
へ
接
近
し
よ
う
と
画
策
し
て
い
た
が
︑
こ
の
時

期
に
そ
の
実
現
は
ま
だ
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
イ
ギ

リ
ス
が
大
英
帝
国
と
し
て
世
界
に
圧
倒
的
な
勢
力
を
持
つ
直
前
の
こ
と
で
も

あ
っ
た
︒
光
太
夫
日
本
図
の
写
し
は
︑
西
欧
諸
国
に
よ
る
測
量
図
︑
あ
る
い

は
長
久
保
赤
水
の
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄
の
よ
う
に
精
細
な
日
本
地

図
が
イ
ギ
リ
ス
に
渡
る
ま
で
︑
三
～
四
年
の
短
期
間
で
あ
っ
た
が
︑
他
に
代

替
物
の
な
い
貴
重
な
海
図
と
見
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
れ
は
当
時
の

西
欧
の
知
識
人
が
光
太
夫
日
本
図
に
高
い
関
心
を
示
し
︑
情
報
を
共
有
し
︑

出
版
を
望
ん
だ
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
︒
光
太
夫
日
本
図
の
写
し
が
実

際
に
イ
ギ
リ
ス
で
活
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
︑
今
後
の
課
題
で
あ

る
︒

　
こ
れ
ま
で
光
太
夫
は
︑
日
露
関
係
史
の
中
で
︑
ロ
シ
ア
が
日
本
と
の
通
商

交
渉
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
送
還
し
た
漂
流
民
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
︒
本
稿

で
検
討
し
て
き
た
史
料
に
よ
っ
て
︑
光
太
夫
は
水
面
下
で
同
時
代
の
イ
ギ
リ

ス
の
対
日
政
策
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
︒
光
太
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夫
に
つ
い
て
︑
十
八
世
紀
末
の
鎖
国
政
策
下
の
日
露
関
係
の
み
な
ら
ず
︑
対

日
外
交
政
策
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
競
合
と
そ
れ
ぞ
れ
の

極
東
政
策
と
い
う
文
脈
の
中
で
再
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

︹
付
記
︺

　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
︑
文
献
の
翻
刻
︑
翻
訳
等
︑
次
の
方
々
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
︒

ま
た
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
　 

松
田
清
博
士
︑Vera D

orofeeva-Lichtm
ann

博
士
︑Tatiana Feklova

博
士
︑

　
　 Ian G

leadall

博
士
︑Sven O

sterkam
p

博
士
︑Tim

on Screech

博
士
︑

　
　 M

arie-C
hristine Skuncke

博
士

　
本
稿
に
掲
載
し
た
画
像
の
閲
覧
︑
掲
載
を
許
可
下
さ
っ
た
以
下
の
機
関
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
︒

　
　 N

iedersächsische Staats- und U
niversitätsbibliothek G

öttingen

　
　 N

ational M
aritim

e M
useum

, C
aird Library and Archive

　
本
稿
作
成
に
あ
た
り
︑
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
と
︑
多
く
の
先
行
研
究
の
恩
恵
を

受
け
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
本
稿
は
J
S
P
S
科
研
費
（
課
題
番
号19 K00940

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
︒

注（
1
）  

大
黒
屋
光
太
夫
に
つ
い
て
は
多
く
の
書
籍
︑
論
文
が
あ
る
︒
こ
こ
で
は
以
下
の
書

籍
を
参
照
し
た
︒
桂
川
甫
周
著
・
亀
井
高
孝
校
訂
﹃
北
槎
聞
略
﹄
岩
波
文
庫
︑

一
九
九
〇
︑
亀
井
高
孝
﹃
大
黒
屋
光
太
夫
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
二
（
初
版

一
九
六
四
）︑
山
下
恒
夫
編
﹃
大
黒
屋
光
太
夫
史
料
集
　
第
一
～
四
巻
﹄
日
本
評
論
社
︑

二
〇
〇
三
︑
山
下
恒
夫
﹃
大
黒
屋
光
太
夫
︱
︱
帝
政
ロ
シ
ア
漂
流
の
物
語
﹄
岩
波
新
書
︑

二
〇
〇
四
︒

（
2
）  

奥
平
武
彦
﹁
ギ
ヨ
ツ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
図
書
館
の
日
露
支
関
係
文
書
﹂
満
鉄
各
図
書

館
報
﹃
書
香
﹄
四
五
︑ 

一
九
三
二
︑
伊
藤
恵
子
﹁
ア
ッ
シ
ュ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
背

景
（
上
）
︱
︱
光
太
夫
の
記
録
を
残
し
た
人
々
﹂﹃
窓
﹄
八
五
︑ 

一
九
九
三
︑
岩
井
憲

幸
﹁
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
蔵
大
黒
屋
光
太
夫
筆
日
本
図
に
つ
い
て
︱
︱
書
誌
学
的
・

文
献
学
的
一
研
究
﹂﹃
明
治
大
学
教
養
論
集
﹄
二
六
九
︑ 

一
九
九
四
︒

（
3
）  

川
上
淳
﹁
ロ
シ
ア
軍
事
歴
史
古
文
書
館
か
ら
発
見
さ
れ
た
大
黒
屋
光
太
夫
筆
日
本

図
二
枚
﹂﹃
窓
﹄
一
一
〇
︑ 

一
九
九
九
︑
岩
井
憲
幸
﹁
光
太
夫
の
署
名
︱
︱
ロ
シ
ア
軍

事
歴
史
古
文
書
館
所
蔵
光
太
夫
筆
日
本
地
図
発
見
に
よ
せ
て
﹂﹃
地
域
史
研
究
は
こ
だ

て
﹄
三
〇
︑ 

一
九
九
九
︑
岩
井
憲
幸
﹃
光
太
夫
の
日
本
図
﹄
大
黒
屋
光
太
夫
顕
彰
会
︑

二
〇
〇
一
︑
根
室
市
博
物
館
開
設
準
備
室
編
﹃
ラ
ク
ス
マ
ン
の
根
室
来
航
﹄
根
室
歴

史
研
究
会
︑
二
〇
〇
三
︑
口
絵
︑
川
上
淳
﹃
近
世
後
期
の
奥
蝦
夷
地
史
と
日
露
関
係
﹄

北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
一
︑
口
絵
︒

（
4
）  

長
谷
川
孝
治
・
喜
多
祐
子
﹁
漂
流
民
の
国
土
描
写
︱
︱
新
発
見
の
大
黒
屋
光
太
夫

日
本
図
を
巡
っ
て
﹂﹃
日
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
集
﹄
六
三
︑ 

二
〇
〇
三
︑ 

一
七
二
頁
︒

（
5
）  Боголю

бов, A
. М

., “К
арта Японии Д

айкокуя К
одаю

,” in Труды Государст
венного 

Э
рмит

аж
а, т. 72: Э

рмитаж
ны

е чтения памяти В.Г. Л
уконина (21.01.1932–

10.09.1984). К
 80-летию

 со дня рож
дения. 2007–2012 // С

П
б: И

зд-во Гос. 

Э
рмитажа. 2014, pp. 161–165. [Bogolyubov, A.M

., “M
ap of Japan by D

aikokuya 

K
odayu,” in Proceedings of the State H

erm
itage, vol. 72: H

erm
itage readings in 

m
em

ory of V. G
. Lukonin (01.21.1932–10.09.1984). By the 80th birthday. 2007–

2012 / State H
erm

itage. Petersburg: State H
erm

itage Press, 2014, pp. 161–165]. 
A
・
ボ
ゴ
リ
ュ
ボ
フ
（
荒
川
好
子
翻
訳
）﹁
露
日
関
係
研
究
資
料
と
し
て
の
エ
ル
ミ
タ
ー

ジ
ュ
国
立
美
術
館
の
日
本
芸
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂﹃
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月

報
﹄
二
八
一
︑ 

二
〇
一
六
︒

 
 

ロ
シ
ア
語
の
論
文
はVera D

orofeeva-Lichtm
ann

博
士
か
ら
い
た
だ
い
た
こ
と
を

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
︒
な
お
こ
の
論
文
の
細
部
に
つ
い
て
は
︑
今
後
の
研
究
報
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告
が
待
た
れ
る
︒

（
6
）  Takigaw

a, Y., “Japanese ichthyological objects and know
ledge gained in contact 

zones by the K
rusenstern Expedition,” in K

lem
un, M

. and U
. Spring, (eds.) 

Expeditions as experim
ents - practising observation and docum

entation. Palgrave 

M
acm

illan, London, 2016, pp. 73–96; Skuncke, M
.-C

. and Y. Takigaw
a, “Scientific 

relations betw
een Sw

eden, R
ussia and Japan in the 1790s: tw

o letters from
 Eric 

Laxm
an,” in Svenska Linnésällskapets Årsskrift 2018, Svenska Linnésällskapet, U

ppsala, 

2018, pp. 99–138.

（
7
）  T

he N
ational Archives, K

ew
: F. O

. 65/24, W
hitw

orth to G
renville, 7 February 

1793.

（
8
）  

F
・
B
・
ギ
ブ
ニ
ー
編
﹃
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
2 

小
項
目
事
典
﹄
改
訂
版
︑

一
九
八
八
︑ 

六
一
六
頁
︒

（
9
）  

ケ
ア
ー
ド
図
書
館
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
︑“A chart of Japan or N

ipon [M
S] 

(G
R

EN
1/5)” 

︿https://collections.rm
g.co.uk/collections/objects/555237.htm

l

﹀ 

(accessed 5 M
ay 2021).

（
10
）  

前
掲
注
（
2
）
伊
藤
論
文
︑
二
一
頁
︒H

auser-Schäublin, B. and G
. K

rüger, (eds.) 

Siberia and Russian Am
erica: culture and arts from

 the 1700s, the Asch C
ollection, 

G
öttingen. Prestel Verlag, M

ünchen, Berlin, London, N
ew

 York, 2007, p. 10.

（
11
）  

前
掲
注
（
2
）
岩
井
論
文
︑
一
六
六
頁
︒

（
12
）  

前
掲
注
（
2
）
伊
藤
論
文
︑
二
二
頁
︒

（
13
）  

山
下
恒
夫
﹁
光
太
夫
が
作
成
し
た
ロ
シ
ア
人
名
簿
︱
︱
﹃
魯
西
亜
文
字
集
﹄
よ
り
﹂

山
下
恒
夫
編
﹃
大
黒
屋
光
太
夫
史
料
集
　
第
三
巻
﹄
日
本
評
論
社
︑
二
〇
〇
三
︑ 

六
〇
七
頁
︑
中
村
喜
和
・
山
下
恒
夫
編
﹁
ロ
シ
ア
人
名
簿
・
各
人
物
略
歴
﹂（
同
上
）

六
五
〇
頁
︒

（
14
）  

前
掲
注
（
4
）
長
谷
川
・
喜
多
学
会
発
表
要
旨
︒

（
15
）  

秋
月
俊
幸
﹃
日
本
北
辺
の
探
検
と
地
図
の
歴
史
﹄
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
︑

一
九
九
九
︑ 

一
六
〇
～
一
六
二
頁
︒

（
16
）  

ク
ル
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
著
・
羽
仁
五
郎
訳
註
﹃
ク
ル
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
日
本

紀
行
　
上
巻
（
異
国
叢
書
︑
復
刻
版
）﹄
雄
松
堂
書
店
︑
一
九
六
六
︑ 

三
三
二
～

三
三
三
頁
︒

（
17
）  Боголю

бов, op. cit., p. 165. 

前
掲
注
（
5
）
ボ
ゴ
リ
ュ
ボ
フ
論
文
︑
八
頁
︒
ジ
ー

フ
ァ
ー
ス
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
2
）
伊
藤
論
文
︑
二
四
～
二
九
頁
︒

（
18
）  A

cadem
iae Scientiarum

 Im
perialis Petropolitanae, N

ova A
cta A

cadem
iae 

Scientiarum
 Im

perialis Petropolitanae. t. 8, Typis Academ
iae Scientiarum

, Petropolis, 

1794 [1790

年
版], p. 21. 

（
19
）  Ibid., p. 21. 

最
初
の
引
用
はLagus, W

., Erik Laxm
an, hans lefnad, resor, forskningar 

och brefvexling. Finska Litteratur-sällskapets tryckeri, H
elsinki, 1880, p. 199. 

な
お
︑

同
書p. 223 

は
誤
っ
て
﹁
四
月
二
十
日
﹂
と
引
用
し
た
た
め
︑
後
の
文
献
も
こ
の
日

付
を
引
用
し
た
よ
う
で
あ
る
︒

（
20
）  

前
掲
注
（
1
）
桂
川
著
・
亀
井
校
訂
︑
四
七
～
五
〇
頁
︒

（
21
）  

M
2
の
製
作
年
月
に
つ
い
て
は
︑
画
像
を
入
手
し
検
討
さ
れ
たD

orofeeva-

Lichtm
ann

博
士
の
学
会
報
告
を
参
照
し
た
︒D

orofeeva-Lichtm
ann, V., “C

artographic 

journey of a drift aw
ay sailor: m

aps of Japan by D
aikokuya K

ōdayū

大
黒
屋
光
太
夫 

(1751–1828),” Paper presented at the International W
orkshop, “C

artographic 

m
aterials from

 pre-m
odern East A

sia and approaches to their analysis,” N
ational 

Tsing-H
ua U

niversity, Taiw
an, 24 D

ecem
ber 2020.

（
22
）  Papm

ehl, K
. A

., “M
atthew

 G
uthrie—

T
he forgotten student of 18th century 

Russia,” C
anadian Slavonic Papers, 11, M

ontreal, 1969, pp. 167–181.

（
23
）  M

itchison, R
., “Anderson, Jam

es (1739–1808),” in O
xford D

ictionary of N
ational 

Biography (online ed.). O
xford U

niversity Press, O
xford, 2004, doi: 10.1093/

ref:odnb/475. 

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
知
的
好
奇
心
を
持
つ
様
々
な
読
者
層
を
対
象
に
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
で
週
刊
誌Th

e Bee (1790–1794) 

を
発
行
し
た
︒

（
24
）  Arcticus, “Literary N

ew
s from

 Russia,” M
ay 16, 1792, in Anderson, J., (ed.) Th

e 

Bee or Literary W
eekly Intelligencer. v. 9, Edinburgh, 1792, pp. 58–63. 

な
お
︑
島
田
孝
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右
編
﹃
日
英
交
流
史
近
世
書
誌
年
表
﹄
ユ
ー
リ
カ
・
プ
レ
ス
︑
二
〇
〇
五
︑ 

二
五
七

頁
か
ら
︑Th

e Bee

の
光
太
夫
の
記
事
に
つ
い
て
知
っ
た
︒

（
25
）  

光
太
夫
ら
が
漂
着
し
た
ア
ム
チ
ト
カ
島
は
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
ラ
ッ
ト
諸
島

に
属
す
る
︒
現
在
の
地
理
区
分
で
は
︑
フ
ォ
ッ
ク
ス
諸
島
は
同
じ
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン

列
島
で
あ
る
が
︑
ラ
ッ
ト
諸
島
と
は
別
の
諸
島
群
で
あ
る
︒
木
内
信
藏
ほ
か
日
本
語

版
監
修
﹃
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
地
図
﹄
T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ
︑
一
九
九
三
︑ 

一
七
〇
～

一
七
一
頁
︒

（
26
）  Lesseps, J.-B. B. Journal historique du voyage de M

. de Lesseps, consul de France, 

em
ployé dans l’expédition de M

. le com
te de la Pérouse, en qualité d’interprète du Roi; 

depuis l’instant où il a quitté les frégates Françoises au Port Saint-Pierre &
 Saint-Paul du 

Kam
tschatka, jusqu’à son arrivée en France, le 17 octobre 1788. 1790. 1ère partie, pp. 

205–211. 

山
下
恒
夫
﹁
資
料
紹
介 

バ
ル
テ
レ
ミ
ー
・
レ
セ
ッ
プ
ス
の
光
太
夫
印
象
記
﹂

前
掲
注
（
13
）
山
下
編
︑
七
五
九
～
七
六
五
頁
︒

（
27
）  

伊
藤
恵
子
﹁
ア
ッ
シ
ュ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
背
景
（
下
）
︱
︱
光
太
夫
が
記
録
を

残
し
た
人
々
﹂﹃
窓
﹄
八
六
︑ 

一
九
九
三
︑ 

一
九
～
二
一
頁
︒

（
28
）  

前
掲
注
（
1
）
桂
川
著
・
亀
井
校
訂
︑
五
〇
～
五
一
頁
︒

（
29
）  

西
村
三
郎
﹃
未
知
の
生
物
を
求
め
て
︱
︱
探
検
博
物
学
に
輝
く
三
つ
の
星
﹄
平
凡
社
︑

一
九
八
七
︑ 

一
七
七
～
二
六
一
頁
︒

（
30
）  

山
下
恒
夫
﹁
資
料
紹
介
　
駐
露
英
国
公
使
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
の
報
告
書
二
通
︑︿
第

二
の
報
告
書
﹀（
岩
崎
清
訳
）﹂
前
掲
注
（
13
）
山
下
編
︑
七
六
九
頁
︒

（
31
）  

同
右
︿
第
一
の
報
告
書
﹀
七
六
六
頁
︒

（
32
）  

前
掲
注
（
30
）
山
下
編
︑︿
第
二
の
報
告
書
﹀
七
六
八
頁
︒ 

（
33
）  

前
掲
注
（
1
）
桂
川
著
・
亀
井
校
訂
︑
六
二
頁
︒

（
34
）  

前
掲
注
（
2
）
伊
藤
論
文
︑
二
六
～
二
七
頁
︒

（
35
）  

同
右
︑
二
五
～
二
六
頁
︒

（
36
）  Боголю

бов, loc. cit., 

前
掲
注
（
5
）
ボ
ゴ
リ
ュ
ボ
フ
論
文
︑
八
頁
︒

（
37
）  Arcticus, op. cit., p. 60.

（
38
）  

亀
井
高
孝
﹃
光
太
夫
の
悲
恋
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
六
七
︑ 

二
一
～
三
三
頁
︒

（
39
）  

海
野
一
隆
﹃
地
図
に
見
る
日
本
︱
︱
倭
国
・
ジ
パ
ン
グ
・
大
日
本
﹄
大
修
館
書
店
︑

一
九
九
九
︑ 

一
二
八
～
一
二
九
︑ 

一
四
四
～
一
四
五
頁
︒

（
40
）  H

auser-Schäublin, B. and G
. K

rüger, op. cit., pp. 13, 28.

（
41
）  

西
村
三
郎
﹃
文
明
の
な
か
の
博
物
学
︱
︱
西
欧
と
日
本
（
上
）﹄
紀
伊
國
屋
書
店
︑

一
九
九
九
︑ 

六
三
～
六
五
頁
︑G

ascoigne, J. Joseph Banks and the English 

Enlightenm
ent: useful know

ledge and polite culture. C
am

bridge U
niversity Press, 

C
am

bridge, 2003.

（
42
）  D

ougherty, F. W
. P. T

he C
orrespondence of Johann Friedrich Blum

enbach, v. IV: 

1791–1795. Letters 645–965. Revised, Augm
ented and Edited by N

orbert K
latt. 

N
orbert K

latt Verlag, G
öttingen, 2012, pp. 346–350, Letter 869, n. 6. Elektronische 

Ressource, ISBN
 978-3-928312-33-2.

（
43
）  Ibid., p. 347, Letter 869.

（
44
）  Ibid., pp. 358–359, Letter 878. 

（
45
）  C

ham
bers, N

. (ed.) Scientific C
orrespondence of Sir Joseph Banks, 1765–1820. 

Pickering &
 C

hatto, London, 2007, v. 3, Letter N
o. 585, pp. 66–67; K

ing, R
. J. 

“‘T
he long w

ish’d for object’ —
 O

pening the Trade to Japan, 1785–1795.” T
he 

N
orthern M

ariner / Le m
arin du nord, X

X
 N

o. 1, January 2010, p. 9.

（
46
）  

石
原
あ
え
か
﹃
近
代
測
量
史
へ
の
旅
︱
︱
ゲ
ー
テ
時
代
の
自
然
景
観
図
か
ら
明
治

日
本
の
三
角
測
量
ま
で
﹄
法
政
大
学
出
版
局
︑
二
〇
一
五
︑ 

五
三
～
九
三
頁
︒

（
47
）  D

ougherty, F. W
. P. T

he C
orrespondence of Johann Friedrich Blum

enbach, v. V: 

1796–1800. Letters 966–1359. Revised, Augm
ented and Edited by N

orbert K
latt. 

N
orbert K

latt Verlag, G
öttingen, 2013, pp. 260–265, Letter 1154. Elektronische 

Ressource, ISBN
: 978-3-928312-35-6.

（
48
）  Zach (ed.) Allgem

eine G
eographische Ephem

eriden. Verlage des Industrie-C
om

ptoirs, 

W
eim

ar, 1. Bd. (1798)–51. Bd. (1816).

（
49
）  Anderson, M

. S. Britain’s discovery of Russia 1553–1815. M
acm

illan, London, St 
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M
artin’s Press, N

ew
 York, 1958, p. 201, n. 4.

（
50
）  Eton, W

. Respecting som
e projects of the Russians on C

hina and Japan. 2
nd Paper, 

in A survey of the Turkish em
pire. T. C

adell, jun. and W
. D

avies, London, 1799, p. 

512.

（
51
）  

木
村
和
男
﹃
毛
皮
交
易
が
創
る
世
界
︱
︱
ハ
ド
ソ
ン
湾
か
ら
ユ
ー
ラ
シ
ア
へ
﹄
岩

波
書
店
︑
二
〇
〇
四
︑
序
章
︑
第
三
章
︒

（
52
）  

同
右
︑
第
三
章
︒

（
53
）  

ク
ッ
ク
著
・
増
田
義
郎
訳
﹃
ク
ッ
ク
太
平
洋
探
検
5
︑
第
三
回
航
海
（
上
）﹄
岩
波

文
庫
︑
二
〇
〇
五
︑ 

一
一
頁
︒

（
54
）  

木
村
和
男
﹃
北
太
平
洋
の
﹁
発
見
﹂
︱
︱
毛
皮
交
易
と
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
岸
の
分

割
﹄
山
川
出
版
社
︑
二
〇
〇
七
︑
第
三
章
︑
五
五
～
六
七
頁
︒

（
55
）  

同
右
︑
第
三
章
︑
七
四
～
八
二
頁
︒

（
56
）  

同
右
︑
第
六
章
︒

（
57
）  

横
山
伊
徳
﹃
開
国
前
夜
の
世
界
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
三
︑ 

二
四
頁
︒

（
58
）  

横
山
伊
徳
編
﹃
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
み
た
日
本
︱
︱
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
往
復
書
翰
集
﹄

吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
五
︑ 

二
七
七
頁
︒

（
59
）  

平
川
新
監
修
﹃
ロ
シ
ア
史
料
に
み
る
18
～
19
世
紀
の
日
露
関
係
﹄
第
2
集
︑
東
北

大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
〇
七
︑ 

一
六
五
～
一
六
六
頁
︒

（
60
）  

前
掲
注
（
57
）
横
山
著
書
︑
二
四
～
二
五
頁
︒

（
61
）  

マ
カ
ー
ト
ニ
ー
著
・
坂
野
正
高
訳
注
﹃
中
国
訪
問
使
節
日
記
﹄
平
凡
社
東
洋
文
庫
︑

一
九
七
五
︒

（
62
）  Bevan, M

. and B. Th
ynne, “A Prim

e C
ollection of C

harts and M
aps: Th

e G
renville 

C
ollection (G

R
EN

),” R
oyal M

useum
s G

reenw
ich blog, 26 M

arch 2014. 

︿https://

w
w

w.rm
g.co.uk/discover/behind-the-scenes/blog/prim

e-collection-charts-and-m
aps-

grenville-collection-gren

﹀ (accessed 5 M
ay 2021).

（
63
）  

O
A
G
・
ド
イ
ツ
東
洋
文
化
研
究
協
会
編
﹃
西
洋
人
の
描
い
た
日
本
地
図
︱
︱
ジ
パ

ン
グ
か
ら
シ
ー
ボ
ル
ト
ま
で
﹄
O
A
G
・
ド
イ
ツ
東
洋
文
化
研
究
協
会
︑
一
九
九
三
︒

（
64
）  

前
掲
注
（
57
）
横
山
著
書
︑
八
八
頁
︒

（
65
）  D

alrym
ple, A., “Plan of the harbour of N

angasaky in Japan from
 an ancient M

S. 

com
m

unicated in 1762. by C
apt. Alexander H

um
e to w

hom
 this plate is inscribed 

by his m
ost obliged AD

alrym
ple.” 31 August 1788. ︿http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/

btv1b53069774h

﹀ (accessed 5 M
ay 2021); C

ook, A. S., Alexander D
alrym

ple (1737–

1808), hydrographer to the East India C
om

pany and to the Adm
iralty as publisher: A 

catalogue of books and charts. Vol. 3, C
atalogue B: C

atalogue of D
alrym

ple’s charts, view
s, 

plans and diagram
s, Part 2: 1784–1794, PhD

 Th
esis, U

niversity of St. Andrew
s, St 

A
ndrew

s, 1993, p. 1337, B572. 

︿http://hdl.handle.net/10023/2634

﹀ (accessed 5 

M
ay 2021); 

前
掲
注
（
63
）
O
A
G
・
ド
イ
ツ
東
洋
文
化
研
究
協
会
編
図
録
︑
一
三
二

～
一
三
七
頁
の
地
図
中
の
長
崎
図
︒

（
66
）  Leupe, P. A., Reize van M

aarten G
erritsz. Vries in 1643 naar het N

oorden en O
osten 

van Japan. Frederik M
uller, Am

sterdam
, 1858. 

C
・
ス
ハ
ー
プ
著
・
永
積
洋
子
訳
﹃
南

部
漂
着
記
︱
︱
南
部
山
田
浦
漂
着
の
オ
ラ
ン
ダ
船
長
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ス
ハ
ー
プ
の
日

記
﹄
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
︑
一
九
七
四
︒

（
67
）  

前
掲
注
（
15
）
秋
月
著
書
︑
五
〇
～
六
三
頁
︒

（
68
）  

同
右
︑
一
〇
五
～
一
一
二
︑ 

一
一
六
～
一
一
七
︑ 

一
二
〇
～
一
二
三
頁
︒

（
69
）  D

avid, A. (chief editor), Th
e charts &

 coastal view
s of C

aptain C
ook’s voyages; v. 3, 

H
akluyt Society, 1997, pp. 232–237.

（
70
）  

前
掲
注
（
54
）
木
村
著
書
︑
五
三
頁
︒

（
71
）  

小
林
忠
雄
編
訳
﹃
ラ
ペ
ル
ー
ズ
世
界
周
航
記
　
日
本
近
海
編
﹄
白
水
社
︑

一
九
八
八
︑ 

四
九
～
一
五
五
頁
︒

（
72
）  

同
右
︑
一
八
〇
～
一
八
二
頁
︒

（
73
）  
同
右
︑
一
〇
～
一
四
︑ 

一
八
五
～
一
八
七
頁
︒

（
74
）  H

ow
ay, F. W

., Th
e journal of C

aptain Jam
es C

olnett Aboard the Argonaut from
 April 

26, 1789 to N
ov. 3, 1791. Th

e C
ham

plain Society, Toronto, 1940, pp. 242–249; 

前

掲
注
（
57
）
横
山
著
書
︑
一
～
四
頁
︒
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（
75
）  Broughton, W

. R
., A voyage of discovery to the N

orth Pacific O
cean: in w

hich the 

coast of Asia, from
 the lat. of 35° north to the lat. of 52° north, the island of the Insu, 

(com
m

only know
n under the nam

e of the land of Jesso,) the north, south, and east coasts 

of Japan, the Lieuchieux and the adjacent isles, as w
ell as the coast of C

orea, have been 

exam
ined and surveyed: perform

ed in H
is M

ajesty’s sloop Providence, and her tender, in 

the years 1795, 1796, 1797, 1798. T. C
adell and W

. D
avies, London, 1804. 

プ
ロ
ビ

デ
ン
ス
号
は
一
七
九
七
年
五
月
十
七
日
に
珊
瑚
礁
で
座
礁
し
︑
ス
ク
ー
ナ
ー
で
マ
カ

オ
に
戻
っ
た
後
︑
乗
組
員
を
削
減
し
ス
ク
ー
ナ
ー
で
再
び
日
本
の
北
方
海
域
に
向
か
っ

た
︒

（
76
）  Ibid., p. xii. 

（
77
）  Ibid., p. 380. 

な
お
︑
航
海
日
誌
や
デ
ー
タ
は
︑
ブ
ロ
ー
ト
ン
が
帰
国
す
る
よ
り
も

前
に
イ
ギ
リ
ス
に
送
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
︒

（
78
）  

前
掲
注
（
15
）
秋
月
著
書
︑
一
六
〇
～
一
六
二
頁
︑
VI
︲
8
図
︒
こ
の
加
藤
肩
吾

自
筆
の
﹁
松
前
地
図
﹂（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
は
︑
同
大
学
附
属
図
書
館
の

北
方
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
閲
覧
可
能
︒︿https://w

w
w

2.lib.hokudai.ac.jp/cgi-

bin/hoppodb/record.cgi?id=0D
000900000000000

﹀ (accessed 18 August 2021).

（
79
）  

秋
月
俊
幸
﹁
日
本
北
辺
の
地
図
史
か
ら
見
た
初
期
の
日
露
関
係
﹂﹃
ロ
シ
ア
研
究
﹄

二
五
︑ 

一
九
九
七
︑ 

七
〇
頁
︑
前
掲
注
（
15
）
秋
月
著
書
︑
一
六
〇
～
一
六
二
頁
︒ 

（
80
）  

ア
ダ
ム
・
ラ
ク
ス
マ
ン
著
・
中
村
喜
和
訳
﹁
日
本
来
航
日
誌
﹂
前
掲
注
（
13
）
山

下
編
︑
四
二
九
～
四
三
〇
頁
︒

（
81
）  Postnikov, A. V., “O

utline of the history of R
ussian cartography,” in Regions: a 

prism
 to view

 the Slavic-Eurasian w
orld tow

ards a discipline of “Regionology” 

Proceedings of the Slavic R
esearch C

enter of H
okkaido U

niversity sum
m

er 

sym
posium

 July 1998, H
okkaido, 2000, pp. 1–49. 

︿http://src-h.slav.hokudai.ac.jp/

sym
po/98sum

m
er/98sum

m
er-contents.htm

l

﹀ (accessed 18 August 2021).; M
ap of 

M
atm

ai Island [H
okkaido], p. 43, Fig. 36.

（
82
）  

前
掲
注
（
15
）
秋
月
著
書
︑
二
〇
六
～
二
〇
七
頁
︑
VII
︲
9
図
︒
ア
メ
リ
カ
議
会

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
画
像
閲
覧
可
能
︒︿https://w

w
w.loc.gov/resource/g9235.

m
f000027/

﹀ (accessed 18 August 2021).

（
83
）  

前
掲
注
（
16
）
ク
ル
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
著
・
羽
仁
訳
註
︑
三
三
三
～
三
三
四
頁
︒

K
rusenstern, A. J. von, Reise um

 die W
elt in den Jahren 1803, 1804, 1805 und 1806 

auf Befehl Seiner Kaiserlichen M
ajestät Alexander des Ersten auf den Schiffen N

adeshda 

und N
ew

a unter dem
 C

om
m

ando des C
apitains von der Kaiserlichen M

arine A. J. von 

Krusenstern, Zw
eiter T

l., Schnoorschen Buchdruckerey, St. Petersburg, 1811, p. 31. 

Sineko

（
洲
根
子
︑
今
日
の
読
み
方
は
ス
ネ
コ
）
は
長
久
保
赤
水
の
日
本
図
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い
︒

（
84
）  

馬
場
章
﹁
地
図
の
書
誌
学
︱
︱
長
久
保
赤
水
﹃
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄
の
場

合
﹂
黒
田
日
出
男
・
メ
ア
リ
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ベ
リ
・
杉
本
史
子
編
﹃
地
図
と
絵
図

の
政
治
文
化
史
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
一
︑ 

三
八
三
～
四
三
〇
頁
︑
松
井
洋

子
・
フ
ラ
ン
ク
・
レ
ク
イ
ン
﹁
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
長
久
保
赤
水
﹃
改

正
日
本
輿
地
路
程
全
図
﹄﹂﹃
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
﹄
四
五
︑ 

二
〇
〇
九
︑
小

林
茂
・
鳴
海
邦
匡
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
長
久
保
赤
水
の
日
本
図
の
受
容
過
程
﹂﹃
地

図
﹄
五
六
︑ 

二
〇
一
八
︑
小
林
茂
・
永
用
俊
彦
・
鳴
海
邦
匡
・
臼
井
公
宏
・
小
野
寺
淳
・

立
石
尚
之
編
﹃
鎖
国
時
代
　
海
を
渡
っ
た
日
本
図
﹄
大
阪
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
九
︑

鳴
海
邦
匡
・
小
林
茂
﹁
近
世
日
本
で
作
製
さ
れ
た
絵
図
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
利

用
﹂﹃
日
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
集
﹄
セ
ッ
シ
ョ
ン
I
D
：
八
三
五
︑ 

二
〇
二
〇
︑
小

林
茂
・
鳴
海
邦
匡
﹁
近
世
の
日
本
で
作
製
さ
れ
た
絵
図
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
利

用
︱
︱
近
年
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
展
望
﹂﹃
大
阪
観
光
大
学
研
究
論
集
﹄
二
一
︑ 

二
〇
二
一
︒

（
85
）  Boxer, C

. R
., Jan C

om
pagnie in Japan 1600–1817, O

xford U
niversity Press, Tokyo, 

London, N
ew

 York, 1968, pp. 143–145.

（
86
）  

石
山
禎
一
・
宮
崎
克
則
﹁
シ
ー
ボ
ル
ト
の
生
涯
と
そ
の
業
績
関
係
年
表
一

（
一
七
九
六
～
一
八
三
二
年
）﹂﹃
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
論
集
﹄
二
六
︑ 

二
〇
一
一
︑ 

一
六
九
︑ 

二
一
一
頁
︒
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（
87
）  

前
掲
注
（
84
）
馬
場
論
文
︑
四
一
七
頁
︑
前
掲
注
（
84
）
松
井
・
レ
ク
イ
ン
論
文
︑

六
頁
︒

（
88
）  
前
掲
注
（
84
）
松
井
・
レ
ク
イ
ン
論
文
︑
四
～
一
一
頁
︒

（
89
）  
前
掲
注
（
84
）
松
井
・
レ
ク
イ
ン
論
文
︑
四
頁
︒

（
90
）  

シ
ー
ボ
ル
ト
著
・
中
井
晶
夫
訳
﹃
日
本
﹄
第
一
巻
︑
雄
松
堂
書
店
︑
一
九
七
七
︑ 

九
五
～
九
六
頁
︑
前
掲
注
（
84
）
馬
場
論
文
︑
四
〇
八
～
四
一
〇
頁
︒

（
91
）  Boxer, op. cit., pp. 164–165.

（
92
）  A

nonym
ous, “Interesting particulars relative to Japan, by M

. T
itsingh, late 

am
bassador to the Em

perors of C
hina and Japan,” Th

e m
onthly m

agazine, or, British 

register, R
. Phillips, London, 1800, v. 9, p. 217–221; 

前
掲
注
（
84
）
小
林
・
鳴
海
論
文
︑

二
〇
一
八
︑ 

二
頁
︒

（
93
）  Postnikov, op. cit., pp. 44–45.

（
94
）  

前
掲
注
（
84
）
小
林
・
鳴
海
論
文
︑
二
〇
一
八
︑
前
掲
注
（
84
）
鳴
海
・
小
林
学

会
発
表
要
旨
︑
二
〇
二
〇
︑
前
掲
注
（
84
）
小
林
・
鳴
海
論
文
︑
二
〇
二
一
︒

（
95
）  

前
掲
注
（
84
）
小
林
ら
編
著
︑
二
二
頁
︑
図
五
︲
一
︑
新
蔵
・
善
六
訳
﹁
日
本
国

の
一
般
図
﹂
一
八
〇
九
︑
エ
ス
ト
ニ
ア
国
立
公
文
書
館
蔵
︒
な
お
エ
ス
ト
ニ
ア
国
立

公
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
利
用
者
登
録
後
に
デ
ジ
タ
ル
画
像
閲
覧
が
可
能
︒

︿https://w
w

w.ra.ee/dgs/_purl.php?shc=EA
A

.1414.2.43:51

﹀ (accessed 18 August 

2021).

（
96
）  K

rusenstern, I. F., Recueil de m
ém

oires hydrographiques pour servir d’analyse et 

d’explication a l’Atlas de l’O
céan Pacifique. D

e l’im
prim

erie du départm
ent de 

l’instruction publique, Saint-Pétersbourg, 1827, pp. 130–131.

（
97
）  

前
掲
注
（
84
）
小
林
・
鳴
海
論
文
︑
二
〇
一
八
︑ 

五
頁
︒

（
98
）  Broughton, op. cit., pp. 100–101.

（
99
）  Broughton, op. cit., p. 272; 

氏
家
和
彦
・
氏
家
野
富
美
﹁
鎖
国
下
に
お
け
る
北
方
外

交
の
一
断
面
︱
︱
ブ
ロ
ー
ト
ン
の
室
蘭
来
航
﹂﹃
公
民
論
集
﹄
三
︑ 

一
九
九
五
︑ 

五
六

頁
︒ 

（
100
）  

前
掲
注
（
84
）
小
林
・
鳴
海
論
文
︑
二
〇
一
八
︑ 

五
頁
︒

（
101
）  А

вт.-сост. М
.Ф

. Х
артанович, М

.В. Х
артанович. О

тв. ред. Н
.П

. К
опанева, Ю

.К
. 

Ч
истов, Лет

опись Кунст
камеры. 1714–1836, С

П
б.: М

А
Э

 РА
Н

, 2014, 408–409 с. 

[Author-com
p. M

. F. K
hartanovich, M

. V. K
hartanovich. Ed. N

. P. K
opanev, Yu. K

. 

C
histov, C

hronicle of the Kunstkam
era. 1714–1836, St. Petersburg: M

AE R
AS, 2014, 

pp. 408–409.]

（
102
）  A

cadem
iae Scientiarum

 Im
perialis Petropolitanae, N

ova A
cta A

cadem
iae 

Scientiarum
 Im

perialis Petropolitanae. t. 12, Typis Academ
iae Scientiarum

, Petropolis, 

1801 [1794

年
版] , pp. 25–28; 

滝
川
祐
子
﹁
ラ
ク
ス
マ
ン
の
日
本
産
魚
類
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
（
一
七
九
二
～
九
三
）
︱
︱
歴
史
背
景
と
そ
の
意
義
﹂
二
〇
二
〇
年
度
日
本
魚
類

学
会
年
会
（
ウ
ェ
ブ
大
会
）
講
演
要
旨
︑
日
本
魚
類
学
会
︑
二
〇
二
〇
︑ 

四
七
頁
︑
滝

川
祐
子
﹁
ラ
ク
ス
マ
ン
が
日
本
か
ら
持
ち
帰
っ
た
生
物
標
本
（
一
七
九
二
～

一
七
九
三
）
︱
︱
種
の
同
定
と
生
物
学
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
﹂
日
本
動
物
分
類
学

会 

第
五
六
回
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
︑
二
〇
二
一
︑ 

二
六
頁
︒

（
103
）  А

вт.-сост. М
.Ф

. Х
артанович, М

.В. Х
артанович. О

тв. ред. Н
.П

. К
опанева, Ю

.К
. 

Ч
истов, op. cit., 409 c. [Author-com

p. M
. F. K

hartanovich, M
. V. K

hartanovich. Ed. 

N
. P. K

opanev, Yu. K
. C

histov, op. cit., p. 409.]

（
104
）  Academ

iae Scientiarum
 Im

perialis Petropolitanae, t. 12, op. cit., pp. 36–38.

（
105
）  

I
・
F
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
テ
ル
ン
か
ら
N
・
P
・
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
へ
の
書
簡
︒
日

本
西
岸
地
域
と
サ
ハ
リ
ン
の
記
述
に
つ
い
て
︒
平
川
新
監
修
﹃
ロ
シ
ア
史
料
に
み
る

18
～
19
世
紀
の
日
露
関
係
﹄
第
1
集
︑
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
︑

二
〇
〇
四
︑ 

一
一
五
～
一
一
六
頁
︒

（
106
）  

前
掲
注
（
46
）
石
原
著
書
︑
一
七
八
～
一
八
〇
頁
︒

（
107
）  
前
掲
注
（
16
）
ク
ル
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
著
・
羽
仁
訳
註
︑
二
九
三
頁
︒

（
108
）  
前
掲
注
（
16
）
ク
ル
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
著
・
羽
仁
訳
註
︑
六
四
頁
︒

（
109
）  

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
議
議
事
録
よ
り
︒
N
・
P
・
レ
ザ
ー
ノ
フ
を
ア
カ
デ
ミ
ー
名

誉
会
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
︒
前
掲
注
（
105
）
平
川
監
修
︑
六
二
頁
︒
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（
110
）  
A
・
A
・
キ
リ
チ
ェ
ン
コ
著
・
伊
賀
上
菜
穂
訳
﹁
海
賊
船
ユ
ノ
ナ
号
と
ア
ヴ
ォ
シ

号
︱
︱
ロ
シ
ア
側
当
事
者
の
行
動
か
ら
見
る
樺
太
・
択
捉
島
襲
撃
事
件
﹂﹃
東
北
ア
ジ

ア
研
究
﹄
六
︑ 

二
〇
〇
二
︒

（
111
）  

同
右
︑
キ
リ
チ
ェ
ン
コ
著
・
伊
賀
上
訳
論
文
︑
九
八
頁
︑
平
川
新
監
修
﹃
ロ
シ
ア

史
料
に
み
る
18
～
19
世
紀
の
日
露
関
係
﹄
第
5
集
︑
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
︑
二
〇
一
〇
︑ 
一
三
八
頁
︒

（
112
）  

中
川
五
郎
治
﹁
五
郎
治
申
上
荒
増
﹂
秋
月
俊
幸
翻
刻
・
解
説
﹃
北
方
史
史
料
集
成
﹄

第
五
巻
︑
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
︑
一
九
九
四
︑ 

四
九
五
～
五
六
三
頁
︒

（
113
）  

同
右
︑
中
川
五
郎
治
︑
五
三
九
頁
︑
大
島
幹
雄
﹃
魯
西
亜
か
ら
来
た
日
本
人
︱
︱

漂
流
民
善
六
物
語
﹄
廣
済
堂
出
版
︑
一
九
九
六
︑ 

一
七
〇
～
一
七
一
頁
︑
前
掲
注

（
84
）
小
林
・
鳴
海
論
文
︑
二
〇
一
八
︑ 

五
～
六
頁
︑
前
掲
注
（
84
）
小
林
ら
編
著
︑

五
八
～
五
九
頁
︒

（
114
）  

前
掲
注
（
84
）
小
林
・
鳴
海
論
文
︑
二
〇
一
八
︑ 
五
頁
︑
前
掲
注
（
84
）
小
林
ら

編
著
︑
五
八
頁
︒

（
115
）  

中
村
拓
﹁
赤
水
図
の
欧
州
に
お
け
る
評
価
﹂﹃
地
理
﹄
一
三
︑ 
一
九
六
八
︑
前
掲
注

（
84
）
小
林
・
鳴
海
論
文
︑
二
〇
一
八
︑
前
掲
注
（
84
）
小
林
ら
編
著
︑
前
掲
注

（
84
）
小
林
・
鳴
海
論
文
︑
二
〇
二
一
︒

（
116
）  

前
掲
注
（
63
）
O
A
G
・
ド
イ
ツ
東
洋
文
化
研
究
協
会
編
︑
一
三
二
～
一
四
四
頁
︒

（
117
）  

前
掲
注
（
1
）
亀
井
著
書
︑
一
九
四
～
一
九
六
頁
︒

（
118
）  

大
場
惟
景
編
﹁
亜
魯
斉
亜
漂
民
記
聞
﹂
前
掲
注
（
13
）
山
下
編
︑
一
八
八
頁
︒
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図
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英
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館
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ー
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書
館
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光
太
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本
図
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写

し
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G
REN
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©

N
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e M

useum
, G

reenw
ich, London, C

aird C
ollection.
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図
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©
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©
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図
4　

ゲ
ッ
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ン

ゲ
ン

大
学

図
書

館
　

大
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屋
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太
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自
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の
日

本
図

 Asch 286
©

N
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od. M
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図 5　グレンヴィル・コレクションを構成する海図・地図の出版・作成年代
英国海事博物館ケアード図書館のオンライン・カタログより作成。再版、改訂版等の場
合はその出版年をデータとして利用した。
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表
1　

大
黒

屋
光

太
夫

自
筆

の
日

本
図

と
そ

の
写

し
の

比
較

所
蔵
機
関

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学

図
書
館

（
ド
イ
ツ
）

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学

図
書
館

（
ド
イ
ツ
）

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学

図
書
館

（
ド
イ
ツ
）

ロ
シ
ア
軍
事
歴
史

古
文
書
館

（
ロ
シ
ア
、モ
ス
ク
ワ
）

ロ
シ
ア
軍
事
歴
史

古
文
書
館

（
ロ
シ
ア
、モ
ス
ク
ワ
）

エ
ス
ト
ニ
ア
国
立

公
文
書
館

（
エ
ス
ト
ニ
ア
）

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ

美
術
館

（
ロ
シ
ア
、
サ
ン
ク

ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）

国
立
海
事
博
物
館

ケ
ア
ー
ド
図
書
館

（
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
ン

ド
ン
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
）

資
料
略
称

G
1（
図
2）

G
2（
図
3）

G
3（
図
4）

M
1

M
2

E
H

L（
図
1）

登
録
番
号

C
od. M

s. Asch 284
C

od. M
s. Asch 285

C
od. M

s. Asch 286
Ф

. 451 , N
°  18

Ф
. 451 , N

°  19
EA

A
.1414 .2 .43  leht 

64
不
明

G
R

EN
1 /5

寸
法
（

cm
）

*料
紙

**枠
外
側

65 .6  ×
 126 .5 *

64 .6  ×
 125 .8 **

64 .6  ×
 137 .2 *

62 .2  ×
 121 .2 **

65 .4  ×
 124 .0 *

61 .8  ×
 120 .0 **

62  ×
 126  

60  ×
 120  

72 .6  ×
 148 .4

74 .5  ×
 148

65 .0  ×
 123 .5  

作
者
、
印

光
太
夫
自
筆

　
□
印
○
印

光
太
夫
自
筆

　
□
印
○
印

光
太
夫
自
筆

　
□
印
○
印

光
太
夫
自
筆

　
手
書
□
○
印

光
太
夫
自
筆

　
□
印
○
印

光
太
夫
自
筆

　
□
印
○
印

光
太
夫
自
筆

　
□
印
○
印

ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
に

よ
る
写
し

作
成
年

［
作
成
地
］

天
明
9（
1789）

年
7月
28日

［
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
］

天
明
11（
1791）

年
3月
下
旬

［
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
］

天
明
11（
1791）

年
3月
吉
日

［
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
］

天
明
11（
1791）

年
3月
下
旬

［
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
］

天
明
11（
1791）

年
4月
［
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
］

天
明
11（
1791）

年
3月
上
旬

［
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
］

天
明
11（
1791）

年
（
月
不
明
）

［
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
］

1793年
2月
7日
以
前

（
カ
タ
ロ
グ
情
報
は

1790年
）

［
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
］

文
献

奥
平
（
1932）　

亀
井
（
1992）

伊
藤
（
1993・

上
）　
岩
井
（
1994）

川
上
（
1999 , 2011）

岩
井
（
2001）

D
orofeeva-Lichtm

ann (2020 )

長
谷
川
・
喜
多

（
2003）

Bogolyubov (2014 )
ボ
ゴ
リ
ュ
ボ
フ

（
2016）

本
稿

枠
朱
赤

朱
赤

朱
赤

朱
赤

黒
薄
赤
、
外
黄

色
不
明

黒

都
の
朱
丸

あ
り

な
し

な
し

な
し

あ
り

あ
り

あ
り
、
色
不
明

な
し

方
位
記
号

色
／
枠
の
色

赤
／
赤

赤
／
黄

赤
／
黄

赤
／
赤
？

黒
／
赤

な
し

あ
り
（
色
不
明
）

赤
／
薄
黄

国
境
線

赤
と
緑
が
重
な
る

黄
黄

赤
黄
、
橙
、
赤
、
青
、

緑
黄

色
不
明

赤
（
赤
茶
）

津
軽
八
方
外
ノ
浜
緑
色
、

陸
地
と
区
別

黄
色
、

陸
地
と
区
別

黄
色
、

陸
地
と
区
別

色
な
し

陸
地
と
同
じ

黄
色
、

陸
地
と
区
別

色
な
し
、

陸
地
と
区
別

色
不
明
、

陸
地
と
区
別

色
な
し
、

陸
地
と
同
じ

富
士
山
西
側
小
峰
あ
り
（
極
小
）

あ
り

あ
り

な
し

あ
り

あ
り

あ
り
（
極
小
）

な
し

富
士
山
の
位
置

駿
府
城
の
北

駿
府
城
の
南
東
、
湖

南
東
端
が
相
模
に
接

す
る

駿
府
城
の
南
東
、
湖

南
東
端
が
相
模
の
み

に
接
す
る

駿
府
城
の
南
東
、
湖

南
東
端
が
相
模
と
伊

豆
境
界
に
接
す
る

駿
府
城
の
南
東
、
湖

な
し
、
相
模
の
み
に

接
す
る

駿
府
城
の
南
東
、
湖

南
東
端
が
伊
豆
に
接

す
る

駿
府
城
の
南
東
、
湖

南
東
端
が
相
模
と
伊

豆
境
界
に
接
す
る

駿
府
城
の
南
東
、
湖

南
東
端
が
相
模
と
伊

豆
境
界
に
接
す
る
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所
蔵
機
関

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学

図
書
館

（
ド
イ
ツ
）

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学

図
書
館

（
ド
イ
ツ
）

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学

図
書
館

（
ド
イ
ツ
）

ロ
シ
ア
軍
事
歴
史

古
文
書
館

（
ロ
シ
ア
、モ
ス
ク
ワ
）

ロ
シ
ア
軍
事
歴
史

古
文
書
館

（
ロ
シ
ア
、モ
ス
ク
ワ
）

エ
ス
ト
ニ
ア
国
立

公
文
書
館

（
エ
ス
ト
ニ
ア
）

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ

美
術
館

（
ロ
シ
ア
、
サ
ン
ク

ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）

国
立
海
事
博
物
館

ケ
ア
ー
ド
図
書
館

（
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
ン

ド
ン
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
）

資
料
略
称

G
1（
図
2）

G
2（
図
3）

G
3（
図
4）

M
1

M
2

E
H

L（
図
1）

江
戸
城
と
石
垣

天
守
1、
櫓
3

側
面
図

天
守
1、
櫓
2

奥
行
感
あ
り

天
守
1、
櫓
2

奥
行
感
あ
り

天
守
1、
櫓
2

奥
行
感
あ
り

天
守
1、
櫓
3

側
面
図

天
守
1、
櫓
2

石
垣
上
部
山
状
の
側

面
図

天
守
1、
櫓
2

石
垣
上
部
山
状
底
辺

段
差

天
守
1、
櫓
2

奥
行
感
あ
り

江
戸
城
堀
と

湾
の
位
置

東
の
み
接
す
る

中
央
部
接
す
る

中
央
部
湾
が
入
る

中
央
部
湾
が
入
る

接
し
な
い

中
央
部
湾
が
少
し
入

る
中
央
部
接
す
る

中
央
部
湾
が
入
る

水
戸
城
と
太
平
洋
接
す
る

接
す
る

接
す
る

接
す
る

接
し
な
い

接
す
る

接
す
る

接
す
る

水
戸
城

天
守
閣
の
位
置

西
西

東
東

櫓
と
同
じ
、
高
さ
差

な
し

西
西

東

大
坂
城

天
守
閣
の
位
置

西
東

東
東

西
東

東
東

紀
伊
和
歌
山
城

天
守
閣
の
位
置

東
東

西
西

西
（
差
な
し
）

西
西

西

尾
張
名
古
屋
城

天
守
閣
の
位
置

東
西

西
西

西
西

西
西

仙
台
西
側
櫓

な
し

な
し

な
し

な
し

あ
り

な
し

な
し

な
し

琵
琶
湖
の

竹
生
島
の
形
、

北
側
の
小
島

波
形

北
小
島
な
し

波
形

北
小
島
有

円
形

北
小
島
有

不
明

北
小
島
有

不
明

北
小
島
有

波
形

北
小
島
有

不
明

北
小
島
有

波
形

北
小
島
有

丹
波
福
知
山
城

あ
り

あ
り

あ
り

な
し

あ
り

あ
り

あ
り

あ
り

上
野
、
下
野
の

境
界
線
、
出
羽
へ

延
長

な
し

な
し

な
し

あ
り

な
し

な
し

な
し

な
し

四
国
の
東
側

南
北
線

な
し

あ
り
（
折
目
）

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

あ
り

Lと
同
じ
特
徴
を
持
つ
項
目
を
グ
レ
ー
で
示
し
た
。



195

新出の英国史料からみた十八世紀末の西欧における大黒屋光太夫日本図の評価

表
2　

西
欧

人
に

よ
る

大
黒

屋
光

太
夫

の
日

本
図

に
つ

い
て

の
記

録

史
料
の
種
類

史
料
タ
イ
ト
ル
、
項
目
名
、

差
出
人

 / 受
領
人

日
付
（
差
出

 / 受
領
、
出
版
日
）、

地
名
、
出
版
地
な
ど

内
容

所
蔵
機
関
／
出
典

（
※
本
文
の
脚
注

no.）

雑
誌

Th
e Bee、

ロ
シ
ア
か
ら
の
文
芸
ニ
ュ
ー
ス
、

“ Arcticus”［
ガ
ス
リ
］
か
ら

Th
e Beeの

編
集
者
［
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
］
宛

1792年
5月
16日

号
 v. 9 , pp. 59 –60 .

出
版
地
：
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

日
本
の
商
人
コ
ー
ダ
に
つ
い
て
の
人
物
像
、
海
図

作
成
に
従
事
す
る
様
子
を
描
写
。（
本
稿
に
和
訳
掲

載
）

Th
e Bee（

※
24）

書
簡

ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
か
ら
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
宛

1793年
2月
7日
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

か
ら
送
付
［
ロ
ン
ド
ン
へ
、
受
領
日
不
明
］

日
本
島
の
非
常
に
興
味
深
い
海
図
［
＝
図
1］
を
送

付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。（
本
稿
に
和
訳
掲
載
）

英
国
公
文
書
館

F. O
. 65 /24

手
稿
目
録

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
の
王
立
学
術
博
物
館
へ

［
寄
贈
す
る
］
地
図
と
手
稿
図
の
目
録
、

ア
ッ
シ
ュ
か
ら
ハ
イ
ネ
宛

1793年
4月
3  / 14日

［
旧
暦

 / 新
暦
］
ア
ッ

シ
ュ
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
か
ら
送

付1793年
6月
22日

受
領
［
ハ
イ
ネ
、
ゲ
ッ

チ
ン
ゲ
ン
で
の
受
領
日
］

35 .  日
本
語
の
文
字
で
記
入
さ
れ
た
日
本
地
図
。［

= 
Asch 286、

図
4］

36 .  ロ
シ
ア
語
と
日
本
語
の
文
字
で
記
入
さ
れ
た
日

本
地
図
。［

= Asch 285、
図
3］

［
35 .と

36 .を
括
り
注
記
］
1791年

に
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
ク
で
日
本
人
ド
イ
コ
ク
ヤ
［
マ
マ
］
に

よ
っ
て
描
か
れ
着
色
さ
れ
た
。

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
図
書

館C
od. M

s. A
sch 1  : 2  

(1793 /99 ), 12 r 

雑
誌

ロ
シ
ア
か
ら
の
文
芸
ニ
ュ
ー
ス
、

“ Arcticus”［
ガ
ス
リ
］
か
ら

 Th
e Beeの

編
集
者
［
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
］
宛

1793年
5月
15日

号
 v. 15 , p. 70

出
版
地
：
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

日
本
の
海
図
：「
日
本
の
海
図
が
ど
こ
に
あ
る
か
発

見
、
編
集
者
の
た
め
に
コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
。」
編

集
者
は
海
図
が
到
着
し
た
ら
印
刷
し
出
版
す
る
、

と
記
す
。

Th
e Bee

雑
誌

ロ
シ
ア
か
ら
の
文
芸
ニ
ュ
ー
ス
、

“ Arcticus”［
ガ
ス
リ
］
か
ら

 Th
e Beeの

編
集
者
［
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
］
宛
の
ま
と
め

1793年
7月
3日
号

 v. 15 , p. 331
出
版
地
：
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

編
集
者
は
、
光
太
夫
が
所
持
し
て
い
た
海
図
か
ら

描
い
た
日
本
地
図
が
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
言
及
。

Th
e Bee

手
稿
目
録

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
の
王
立
学
術
博
物
館
へ

［
寄
贈
す
る
］
地
図
と
海
図
の
目
録

ア
ッ
シ
ュ
か
ら
ハ
イ
ネ
宛

1794年
5月
22日

 / 6月
2日
［
旧
暦

 / 新
暦
］
ア
ッ
シ
ュ
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
か
ら
送
付

1794年
7月
14日

受
領
［
ハ
イ
ネ
、
ゲ
ッ

チ
ン
ゲ
ン
で
の
受
領
日
］

8 .  日
本
の
地
図
。
手
書
き
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら

受
け
取
っ
た
。［
＝

Asch 284、
図
2］  

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
図
書

館C
od. M

s. A
sch 1  : 2  

(1793 /99 ), 42 r, 43 r
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史
料
の
種
類

史
料
タ
イ
ト
ル
、
項
目
名
、

差
出
人

 / 受
領
人

日
付
（
差
出

 / 受
領
、
出
版
日
）、

地
名
、
出
版
地
な
ど

内
容

所
蔵
機
関
／
出
典

（
※
本
文
の
脚
注

no.）

書
簡

ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
か
ら
バ
ン
ク
ス
宛

1794年
9月
24日

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
か
ら
ロ

ン
ド
ン
［
到
着
1794年

11月
14日

以
前
］

最
近
図
書
館
に
送
付
さ
れ
た
大
型
の
日
本
の
海
図

に
つ
い
て
。
日
本
の
文
字
で
印
刷
［
マ
マ
］
さ
れ
、

手
書
き
の
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
説
明
書
き
有
。［
＝

Asch 284］（
本
稿
に
和
訳
掲
載
）

Letter 869（
※
42）

雑
誌

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
ロ
シ
ア
帝
国
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
新
会
報
第
8巻
1790年

版

1790年
5月
17日

の
事
項
、

p. 21
1794年

発
行

出
版
地
：
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

1790年
3月
20日

付
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
ラ
ク
ス

マ
ン
か
ら
の
手
紙
と
、
大
黒
屋
光
太
夫
が
描
い
た

日
本
の
地
図
を
受
領
し
た
こ
と
を
報
告
。（
本
稿
に

和
訳
掲
載
）

N
ova Acta, t. 8 , 1794  

（
※
18）

雑
誌

ツ
ァ
ッ
ハ
編

『
天
文
地
理
学
雑
誌
』
書
評
欄

1798年
5月
号

 p. 561
出
版
地
：
ワ
イ
マ
ー
ル

N
ova Acta, t. 8 , 1794の

1790年
5月
17日

の
事

項
、
光
太
夫
日
本
図
に
関
す
る
部
分
を
ド
イ
ツ
語

に
訳
し
転
載
。

AG
E, （
※
48）  vol. 1 , no. 

5 , M
ay 1798

書
簡

ツ
ァ
ッ
ハ
か
ら
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
宛

1798年
5月
22、
27日

、
ゴ
ー
タ
か
ら
ゲ
ッ

チ
ン
ゲ
ン
へ

日
本
［
図
に
関
す
る
寄
稿
］
と
地
図
［
複
製
？
］

を
送
っ
て
下
さ
っ
た
ら
、
非
常
に
嬉
し
い
。
ラ
ペ

ル
ー
ズ
の
海
図
と
批
判
的
に
比
較
し
、『
天
文
地
理

学
雑
誌
』
に
縮
小
版
複
製
を
掲
載
可
能
と
述
べ
る
。

Letter 1154（
※
47）

書
籍

イ
ー
ト
ン
著

『
ト
ル
コ
帝
国
概
説
』

1799年
出
版
、

p. 512
出
版
地
：
ロ
ン
ド
ン

種
々
の
添
付
書
類
の
欄
、
ロ
シ
ア
人
に
よ
る
中
国

と
日
本
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
。
難
破
し
た
日

本
の
船
長
が
日
本
沿
岸
の
海
図
を
所
持
し
て
お
り
、

そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
幾
分

異
な
っ
て
い
た
と
記
述
。

Eton (1799 )（
※
50）

書
籍

K
rusenstern, Reise um

 die W
elt

ク
ル
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
著

『
ク
ル
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
日
本
紀
行
』

ド
イ
ツ
語
版
第
2巻

pp. 30 –31（
1811年

）
出
版
地
：
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

（
邦
訳
　
上
巻

 pp. 332 –333、
1966年

）

光
太
夫
が
所
持
し
、
ロ
シ
ア
に
残
し
た
日
本
の
海

図
に
つ
い
て
。

K
rusenstern (1811 )

（
※
83）

ク
ル
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン

（
1966）（

※
16）
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表
3　

日
本

沿
岸

の
測

量
を

伴
う

航
海

期
間
（
西
暦
）

（
日
本
近
海
通
過
時
）

指
揮
官
（
国
名
）

艦
名

出
版
年

出
版
地

出
版
物

日
本
近
海
の
実
測
地

1643　
（
1643 .5 .19  八

丈
島
付
近
、
同
年
6月
～
9

月
に
日
本
北
辺
地
域
）

フ
リ
ー
ス
（
蘭
）

　
カ
ス
ト
リ
ク
ム
号

　（
ブ
レ
ス
ケ
ン
ス
号
）

手
稿
海
図

ヤ
ン
ソ
ニ
ウ
ス
（
1650）

以
降
の
西
欧

地
図
に
影
響

北
海
道
東
部
太
平
洋
側
、
エ
ト
ロ
フ

島
、
ウ
ル
ッ
プ
島
、
サ
ハ
リ
ン
島
南
部

1858
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

航
海
記
（

Leupe, 1858）

1738
～
1739

（
1739 .6

～
7）

シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
（
露
）

（
第
2次
ベ
ー
リ
ン
グ
探
検
隊
の
別
動

隊
・
元
文
の
黒
船
）

　
ボ
リ
シ
ェ
レ
ツ
ク
号
他
3隻

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
『
ロ
シ
ア
帝
国
地
図
帳
』（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
、

1745）
の
「
ロ
シ
ア
帝
国
全
図
」
に
反
映

千
島
列
島
か
ら
仙
台
湾
へ
至
る
海
域
、

南
千
島
諸
島
、
北
海
道
東
部

1776
～
1780

（
1779 .10 .26

～
11 .15）

ク
ッ
ク
（
第
3回
航
海
）（
英
）

　
レ
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
号

　
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
号

1784 .6
ロ
ン
ド
ン

航
海
記

東
北
地
方
か
ら
房
総
半
島
ま
で
の
太
平

洋
沿
岸
；
硫
黄
島
周
辺
。

1785
～
1788  ボ

タ
ニ
ー
湾
出
航
以
降
遭
難

（
1787 .5 .5  与

那
国
島
～
日
本
海
～
タ
タ
ー
ル

海
峡
付
近
～
宗
谷
海
峡
～
同
年
8 .19  エ

ト
ロ

フ
沖
）

ラ
ペ
ル
ー
ズ
（
仏
）

　
ブ
ソ
ー
ル
号

　
ア
ス
ト
ロ
ラ
ー
ベ
号

1797
パ
リ

航
海
記

ア
ト
ラ
ス

与
那
国
島
、
魚
釣
島
、
能
登
半
島
、（
沿

海
地
方
沿
岸
～
間
宮
海
峡
付
近
～
サ
ハ

リ
ン
島
西
部
）、
宗
谷
海
峡
［
ラ
ペ
ル
ー

ズ
海
峡
］、（

ブ
ソ
ー
ル
水
道
通
過
）

1789 .4
～
1791 .11

（
1789 .5下

旬
 ト
カ
ラ
列
島
～
八
丈
島
付
近
）

（
1791 .8  北

九
州
か
ら
島
根
沿
岸
）

コ
ル
ネ
ッ
ト
（
船
長
）（
英
）

　
ア
ル
ゴ
ノ
ー
ト
号

　（
私
貿
易
船
）

手
稿
海
図

ア
ロ
ー
ス
ミ
ス
（
1811）

に
航
跡
反
映
壱
岐
、
玄
界
灘
～
島
根
ま
で
の
日
本
海

沿
岸

1940
ト
ロ
ン
ト

航
海
記
（

H
ow

ay, 1940）
に
手
稿
海

図
掲
載

1792 .9
～
1793 .9

（
1792 .10

～
1793 .8  蝦

夷
滞
在
）

ラ
ク
ス
マ
ン
（
露
）

　
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
号

手
稿
海
図

ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
ア
ト
ラ

ス
に
一
部
反
映

根
室
、
厚
岸
、
根
室
か
ら
厚
岸
、
函
館

か
ら
松
前

1880
ヘ
ル
シ
ン
キ

伝
記
（

Lagus, 1880）
に
地
図
2点
掲

載

1795 .2
～
1798

（
1回
目
1796 .9

～
1796 .12 ; 2回

目
［
沖
縄

で
座
礁
、
マ
カ
オ
か
ら
再
出
発
］
1797 .7  琉

球
～
同
年
9 .7  蝦

夷
北
端
）

ブ
ロ
ー
ト
ン
（
英
）

　
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
号

　
小
型
ス
ク
ー
ナ
ー
船

1804
ロ
ン
ド
ン

航
海
記

絵
鞆
（
室
蘭
）、
千
島
列
島
、
八
丈
島
、

琉
球
、
宮
古
島
；
琉
球
、
本
州
太
平
洋

側
、
絵
鞆
、
津
軽
海
峡
（
～
間
宮
海
峡

付
近
）

1803
～
1806

（
1804 .9

～
1805 .4  長

崎
滞
在

;
 ～
日
本
海
北
上
～
蝦
夷
北
端

 1805 .5）

ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
（
露
）

　
ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
号

露
語
：
本
文
1809 –1812、

ア
ト
ラ
ス

1813 ; 独
語
：
本
文
1810 –1812、

露
独

語
ア
ト
ラ
ス
1814、

い
ず
れ
も
サ
ン

ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

航
海
記

ア
ト
ラ
ス

四
国
か
ら
長
崎
ま
で
の
岬
・
島
、
長
崎

の
水
路
、
日
本
海
側
の
本
州
北
部
、
蝦

夷
西
海
岸
か
ら
宗
谷
海
峡
（
～
サ
ハ
リ

ン
東
岸
）

主
に
秋
月
（
1999）、

O
AG
・
ド
イ
ツ
東
洋
文
化
研
究
協
会
編
（
1993）

を
参
照
し
、
各
航
海
記
、
文
献
を
基
に
作
成
。




